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会議の概要 

 

会議名 第１回宝塚市民文化芸術振興会議 

開催日時 令和４年１１月１１日（金）１３：００～１５：３０ 

開催場所 中央公民館２０４学習室 

出席委員 （出席）藤井委員 谷口委員 梅田委員 栗本委員 柳樂委員 秋津委員 

越知委員 三戸委員 田中委員 小島委員 

公開の可否 可 

傍聴者 なし 

議題及び結果の概要 

 

１ 開会 

 会議の成立（宝塚市民文化芸術振興会議規則第５条第２項の規定により成立） 

  

 資料の訂正 

 宝塚市民文化芸術振興会議委員名簿（資料１） 

 梅田委員所属 （正）京都芸術大学名誉教授 

 （誤）京都造形芸術大学名誉教授 

 

 

２ 委嘱状交付 

 開会あいさつ（産業文化部長）：コロナ禍においても文化芸術の重要性を改め

て認識した。宝塚市ならではの市民文化の進展、豊かな市民生活の実現のた

め、委員各位のお立場から様々なご意見を賜りたく、また、委員同士の活発

な意見交換や議論をお願いすることなどをあいさつ。 

 

 

３ 会長選出 

 委員及び事務局自己紹介の後、委員の互選（審議会規則第４条第１項）によ

り、藤井委員が会長、越知委員が副会長に就任。 

 

 

４ 議題 

 本会議は原則公開であるが、今回傍聴希望者はなし。 

 

（１）宝塚市文化芸術振興施策と事業取組の状況について 

 事務局：（資料４）、（資料６）について説明。 

 

会長：新しい取組でコロナ禍を打開し、文化芸術の取組を強力に推進しよ

うとしていることが分かる実績・計画である。ご指摘、意見などあるか。 

 

委員：宝塚はたくさんの取組を行い、基本的には文化が薫っているまちだ

と思うが、それをどのように見せていくかが課題である。 
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第 2 次計画については、改めて、振興会議の場で文言の細かいところまで

詰めて策定して良かったと思う。 

 

事務局：文化芸術センターはコロナ禍での開館となった。アートによる観

光まちづくり事業（TRAD）は文化芸術センターと花のみちにおいて２日間

のイベントとして開催を検討していたが、新型コロナ拡大防止のため、小

さな規模の事業を様々な場所、様々な形で、長期間にわたって実施する形

となった。今できることをコツコツと積み重ね、宣伝も工夫していきたい。 

 

委員：文化芸術センターの庭園は、市民ボランティアの方が管理している

とのことだが、専門家も関わっているのか。 

 

事務局：指定管理者の中に庭園整備の専門家を配置することとしており、

その方が中心となって市民ボランティアと一緒に管理している。 

 

委員：４～５月の花のみちは、イングリッシュガーデンのようでお金を払

ってもいいくらいである。文化芸術センター庭園にも可愛い花があるが、

花のみちのような庭園にしてほしい。 

この会議に参加するにあたり、周囲の人に意見を聞いたところ、文化芸術

センターが何をしているかわからないという声があった。現在は展覧会が

開催中だが、発信力が弱いと感じる。宝塚市は芸術、教育、健康など様々な

事業をしているが、文化芸術センターは市の中心の施設として強く発信し

て、観光客にも行ってもらえるようにしてほしい。有名な絵画展や公民館

で活動しているシニアの発表の場として、また結婚式場としての活用もで

きる。若手の市職員を集めて意見を出してもらうと良い。 

 

会長：市民目線の貴重なご意見である。まずは発信力。多くの人に知られる

ことで、物申す人が出てきたり一緒に活動に加わる人が出てくる。 

 

事務局：市民の皆様には、１度は文化芸術センターに行っていただいて、ご

意見を伺いたい。良い意見も悪い意見も両方挙がるようになれば、広く知

られていると言える。市と指定管理者とで情報発信を行っているが、十分

に届いていない状況ということのため頑張っていきたい。委員の皆様の発

信力にも期待したい。 

 

委員：元々、花のみちのフラッグ、ストリートピアノ、宝塚学検定は知って

いた。フラッグは一つ一つ違っていて素晴らしい。ストリートピアノは台

数を増やしてほしい。宝塚学検定は田辺先生のラジオを聞いて知っていた。 

事務局の説明を聞いて今知ったのが、デジタル図書館、マチ文庫、デジタル

ミュージアム、TRAD 特設サイト。知っていれば早く見たかった。 

市報は隅々まで読んでいるが、それでも知らなかったので、市報を読まな
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い人はもっと知らない。家族の中で市報を読む人がいれば、家族に広めて

くれる。 

 

委員：宝塚市は、まちにあるものを丁寧に使っている。働きに出ていく人に

は分からない部分もあるが、文化芸術センターは建物も場所も良く誇りに

思う。文化芸術都市として、観光にも繋げられる施設である。 

 

会長：たくさんの事業に取り組んでいて成果も出ている。これから熟成さ

れることもある。 

文化芸術センターは、文化芸術の核として進めたいという市の思いを込め

て作られた施設である。パイロット事業的な、イチオシの事業を１つ作り、

それを意識して進めていくと良い。 

どれも新しく良い事業だが、例えば、TRAD が響いてくる。TRAD に賛否

両論を集中させて、話題づくりができたらよい。 

 時間が限られているので次の議題に移る。 

 

（２）第２次宝塚市文化芸術振興基本計画に定める指標の達成状況について 

事務局：（資料５）について説明。 

「R2」「R3」の列は実績、「R7」「10 年後」の列は目標を記載している。 

【施設利用率】 

コロナ前の R 元年度は文化施設は 68.1%、国際・文化センターは 57.2%。

回復しているが元には戻っていない。 

【文化芸術センター・庭園の来場者】 

R2 年度は 6 月の開館後の来場者数。庭園来場者を含む。 

【協働による文化芸術関連事業数】 

R 元年度は 142 事業。 

【文化芸術によく親しんでいると回答する市民の割合】 

H30 年度調査と R3 年度調査とで選択肢が変更している。 

【市民ボランティア登録者数】 

R 元年度は 92 人。文化芸術センターの市民サポーターは開館した R2 年度

に 60 人登録されたが、R3 年度は 38 人に減った。計画通りに活動できな

かったことが原因と考えている。登録者数の増、活動の充実に努めたい。 

【市 HP の文化芸術関連ページへのアクセス数】 

R 元年度は 66,809 件。R2 年度は文化芸術センターの開館と、コロナ禍に

おいて「おうちでアート」関連のページを新設したことで増加した。R3 年

度は文化芸術センター開館から 1 年経って落ち着いたこと、「おうちでアー

ト」の更新ができなかったことで減少した。アクセス数を増やす取組をし

たい。 

【市民の文化活動に対する支援が十分にできている、できていると回答す

る市民の割合】 

H30 年度はは十分できているは 1.3%、できている 9.9%であった。 
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【他分野と連携した取組】 

R 元年度は 15 事業。R2 年度はコロナ禍であったが文化芸術センター開館

に伴い、様々な事業を実施したことで増加した。R7 年度に 100 事業とい

う目標に向けて取り組んでいきたい。 

 

会長：コロナ禍にあっても工夫して事業を行い、それぞれ数値が出ている。 

 

委員：宝塚の周囲には神戸、大阪といった大きな都市がある。一般の方は、

芸術・文化といえば“美術館”“ゴッホ展”等をイメージするが、この市民

のイメージと、宝塚の中で実際にできる文化芸術活動との間に、乖離があ

るように思う。大阪の大きなホールでされることと、市内のホールでする

ことは違う。生活の場としての芸術文化が何かを、市民に理解いただけた

らと思う。 

例えば、文化芸術センターには素晴らしい椅子があり、それに座って本を

読めることは素晴らしい。市役所の食堂の椅子も特別な物である。日常の

中に芸術的なものがあるまちであることを、うまく発信していけたらよい

と思う。 

 

会長：基本計画策定にあたっても、アートはどこにでもあり、それに気づ

くかどうかで人生が変わってくる。そこに気づけない状況や、気づいても

らうためには発信力が必要であるなど、すべてリンクしてくる。宝塚には

伸びしろがあると思う。 

 

委員：アウトリーチ事業ではどのようなことをしているのか。子どもの時

から文化に親しむことが大事である。小学生が校外学習で文化芸術センタ

ーに行っているが、作品を見るだけでなく、誰がどのように作品の説明な

どをしているかが大事。子どもが家で楽しかったと話せば、文化芸術に興

味のない親御さんも文化芸術センターに行ってくれる。 

 

委員：文化財団のアウトリーチでは、小学校、幼稚園、保育所に、年間で

合計約１２件行っている。音楽と美術の分野で行っており、５月頃にメニ

ューを紹介して、学校毎に打ち合わせして、授業に取り入れていく。 

また文化創造館では今年初めて、全国児童・青少年演劇協議会等と協力し

て、文化庁の助成を受けて、学校の授業に演劇を取り入れるプログラムを

作った。 

文化芸術センターでの取り組みとして、学校から市展・芸術展に来てもら

い、手塚治虫記念館や文化創造館と一緒に楽しんでいただいている。文化

芸術センターや作品の制作者と連携しながら、作品の説明を行っている。

地元に作家がいることを知ってもらうことも大事と考えている。 

幼稚園、低学年のアウトリーチでは、体の動かし方等で反応がわかり、高

学年では実施後のアンケートで感想を聞いている。 
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委員：「文化芸術によく親しんでいると回答する市民の割合」について、質

問の内容を具体的にかみ砕いたほうが良い。「美術館に行っていないから親

しんでいない」と考える市民もいる。“宝塚”で、親しんだかどうかを聞き

たいのではないか。 

 

委員：家で映画を見るだけでも親しんでいることになる。 

 

委員：（資料４）から抜けている事業や見えなくなっている事業も多くある。

TRAD 事業では「くらしの中のアート発見プロジェクト」として、コロナ

禍で人を集められない中で、オンラインで集まったりアンケート等を実施

した。 

宝塚を文化芸術のまちと感じるかという問いに、思うと思わないが約半数

となった。どちらも「歌劇があるから」、「歌劇しかないから」という理由

だったことが特徴的である。 

また歌劇や手塚などの大きなものがあり、見えにくくなっている文化芸術

活動がある。だんじりパレードや市内にある文化財の住宅を見てもらう機

会もあるが、見えていない状況になっている。 

アンケートでは指標の立て方の工夫が必要だと思う。 

 

会長：緻密に設問の設定ができれば、市民が何を求めているかがわかる。 

 

委員：彦根にはカロムというボードゲームがあるが、彦根に住んでいると

きには彦根の文化であることに気づかず、出たときに気づいた。宝塚市は

ゴミ収集車の音楽に市歌が使われているが、市民みんなが市歌を知ってい

ることも文化と言えるかもしれない。 

当たり前にあるものを改めて文化として認識できるかどうか。アンケート

の答えは聞き方により変わってくる。 

 

委員：児童が美術を鑑賞する事業について、今、絵を見て語り合う教育が

広まっていると聞く。「なぜ書いたと思う？」「なぜこの色を使っている？」

のように興味を持てるような問いかけ、説明をできると良い。学校を中心

に宣伝活動をすれば、すそ野が広がる。 

 

委員：人により、芸術文化のイメージや期待する内容が違うが、細かい活

動をする中でも、市民が誇りを持てるようなメインとなる大きな事業が必

要。一カ所で大きな事業をするのではなくても、様々な場所で同時多発的

に、みんなが共有できるような事業があるとよい。 

大阪の「OPEN HOUSE 生きた建築ミュージアムフェスティバル」は、海

外で展開されていた「OPEN HOUSE」の事業を、大阪で実現させたもの

で、毎年秋の２日間、市内の新旧の建築物で普段は見学できないところが

同時に 100 か所以上公開されるため、全国から大勢の見学者が集まる、日
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本一の建築イベントとして成功している。 

市民があちこちに行きたいと思えるような同時多発的に事業を、プロデュ

ーサー的な人をお呼びしたり市民の中から出してもいいが、ネットを見な

くてもわかるような事業を仕掛けていくことが必要。 

 

（３）その他 

事務局：当日配布資料「宝塚市立文化芸術センター・庭園運営事業に係る

評価について」に沿って説明。 

 

会長：視察中に質問したい場合はどうすればよいか。 

 

事務局：質問があればできる限り対応してもらうよう、指定管理者にお願

いする。 

 

会長：評価の方法等について意見はあるか。 

 

事務局：全員で一緒に視察していただくことも考えたが、ご都合の良い時

に来ていただくのが良いと考えてご提案した。 

視察の際は、必ずしも名乗っていただく必要はないが、展覧会は有料のた

め、振興会議委員と言えば入館できるようにしたいと考えている。 

 

委員：振興会議として評価を行うため、意見の共有方法を考えて欲しい。 

 

事務局：意見は取りまとめて皆様に共有する。 

 

委員：評価の視点はどのようなものか。 

 

事務局：評価の様式を用意するが、視点は委員により違うと思うので、決

めない方が自由に見ていただけると思っている。 

 

委員：企画展の意図や目的は示してもらえるのか。 

 

事務局：事業報告書に基づき R２年度から実施した企画展の内容も含めて

ご意見いただきたい。 

 

委員：振興会議委員が行くとなれば、現場の人はそれなりの対応が必要に

なると思う。市民にとってこの施設がどうなのかをチェックすることが必

要なので、市民として行った感想で良いのではないか。 

事務局：色々な視点で見ていただきたい。 

 

委員：いつ行くかで印象が変わるのではないか。 
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事務局：土日と平日とで状況も違うため、印象が変わるかもしれない。 

入場券を用意することも可能だが、文化芸術センターでは普段、入場券等

を用意することが無いため、券を出すだけで振興会議委員と気づかれてし

まう。どのようにするか検討する。 

 

委員：市民が展示を見て説明不足と思うかどうかが、まず、評価のポイン

トだと思う。説明を聞かない方が正しい評価ができると考えている。 

 

会長：意見を書きやすいように、○○の視点、○○の視点、と項目を分け

てフォーマットを考えて欲しい。 

 

委員：担当者は、文化芸術センターを市民に使ってもらいたいという思い

を持っているから、この評価を依頼しているのか。 

 

事務局：意見をいただいて、指定管理者と共に意見を反映しながら良い施

設にしていきたいと考えている。 

１つの展覧会だけを見て評価することは難しいが、この後に説明する議員

からの意見も含めて、現在、文化芸術センターに対して様々な意見をいた

だいており、過渡期になっている。色々な意見があることを前提に、意見

をまとめていきたいと思っている。 

 

事務局：当日配布資料「宝塚市議会 決算特別委員会（10 月 24 日）」につ

いて説明。 

R２年度、３年度は文化芸術センターにおいて市内小中学生の作品展を開

催し、保護者の方や祖父母の方が多く来館された。足を運んでいただくこ

とが、広報が足りていない事を補う一番の方法であるため、子どもの事業

を中心に、皆様の意見を反映しながら事業を進めていきたい。 

本日はお時間が無いため、この資料についてのご意見を後日、メールなど

でいただきたい。 

 

４ 閉会 

事務局：次回の振興会議は文化芸術センターの管理運営について、視察と資料

に基づき評価をいただきたい。来年度の１回目は７～８月に開催し、評価の取

りまとめとして行う予定。 

本日は長時間にわたりご審議いただきありがとうございました。今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

 



令和４年度（2022 年度）第１回 宝塚市民文化芸術振興会議 
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場所：中央公民館 204 学習室 

 

 

次 第 

 

１ 開会 

 

 

２ 委嘱状交付 

 

 

３ 会⾧・副会⾧選出 

 

 

４ 議題 

(1) 文化芸術振興施策の方向性と事業取組の状況について 

 

 

(2) 第２次宝塚市文化芸術振興基本計画に定める指標の達成状況について 

 

 

(3) その他 

 

 

５ 閉会 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 宝塚市民文化芸術振興会議委員名簿 

資料２ 宝塚市民の文化芸術に関する基本条例 

資料３ 宝塚市民文化芸術振興会議規則 

資料４  文化芸術振興施策の方向性と事業取組の状況について 

資料５  第２次宝塚市文化芸術振興基本計画に定める指標の達成状況について 

資料６  第２次宝塚市文化芸術振興基本計画（概要版） 

 ※今回初めて委員となる方には、概要版及び本編を送付します。 



【資料１】

○ 宝塚市民文化芸術振興会議委員名簿

氏名（敬称略）

1

（ ﾌｼﾞｲ　ﾀﾂﾔ ）

2

（ ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾖｼｺ ）

3

（ ｳﾒﾀﾞ　ﾐﾖｺ ）

4

（ｸﾘﾓﾄ　ﾄﾓﾖ)

5

（ ﾅｷﾞﾗ ﾏｻﾄ ）

6

（ ｱｷﾂ　ｼｽﾞｺ ）

7

（ ｵﾁ　ﾏｻｼ )

8

（ ﾐﾄ　ﾄｼﾉﾘ　）

9

(ﾀﾅｶ　ｹｲｺ）

10
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○宝塚市民の文化芸術に関する基本条例 

平成２５年７月９日 

条例第４２号 

注 令和２年３月３１日条例第６号から条文注記入る。 

改正 令和２年３月３１日条例第６号 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第３条） 

第２章 市民及び市の役割（第４条―第６条） 

第３章 基本となる施策（第７条―第１３条） 

第４章 推進体制（第１４条・第１５条） 

附則 

宝塚市は、武庫川の清流、六甲山系や長尾山系の山なみに象徴される豊かな自然環境に

恵まれ、多くの人々が住まい、豊かな生活を営んできました。また、古来、人々の往来が

盛んな街道の結節点であり、行き交う人々の交流の中から様々な文化が生まれました。そ

れらは、市内各地に点在する多数の古墳や随所に見られる神社仏閣、風情あるまちなみな

どの文化遺産として現在の暮らしの中に受け継がれています。 

明治期に温泉街が、大正初期には宝塚歌劇が誕生し、観光のまちとして多くの人々を魅

了してきました。そこに、阪神間モダニズムの一翼を担う、モダンで進取の気風に富んだ

文化芸術が育ち、これらを愛する人々が移り住んできました。豊かな文化芸術環境の下で、

多くの文化人、芸術家を始めとする創造者、制作者、技術者、研究者等を輩出しました。

手塚治虫氏の漫画やアニメーション作品も、先進的で文化的な環境を抜きには語れないと

されています。このように本市は、様々な文化が幾重にも積み重ねられた、全国に誇れる

文化・芸術都市です。 

文化芸術は、人々の創造性を育み、その表現力を高めるとともに、人々の心のつながり

や相互に理解し尊重し合う土壌を提供しています。そして、多様性を受け入れることがで

きる心豊かな社会を形成し、世界の平和に寄与するものです。また、劇場、音楽堂などの

社会的基盤は、文化芸術を通して人々が集い、人々が共に生きる 絆
きずな

を形成する場です。さ

らに、人々の共感と参加を得ることにより「新しい広場」として、地域コミュニティの創

造と再生を通じて、地域の発展を支える場となるものです。 

現在も、本市は、市民が心豊かな生活を営み、住み続けたいと望むまちであり、また、

多くの観光客が訪れる、魅力あふれるまちです。この環境を維持し、さらに発展させるた

めには、豊かな文化芸術を継承し、育成することが欠かせません。 

ここに、宝塚市は、文化芸術の持つ重要性に鑑み、市民と市の協働の下、積極的にその

振興に努め、文化の薫り高いまち宝塚の実現を目指してこの条例を制定します。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、本市における文化芸術の振興に関する基本理念を定め、市民及び市

の役割を明らかにするとともに、文化芸術の振興に関する施策の基本となる事項を定め

【資料２】 



ることにより、文化芸術の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、もって

心豊かな市民生活の向上及び文化の薫り高いまちづくりに寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 文化芸術活動 文化芸術を享受し、創造し、又は発信することをいう。 

(２) 市民 本市に在住し、在勤し、又は在学する個人及び本市を拠点として活動する

法人その他の団体をいう。 

（基本理念） 

第３条 文化芸術の振興に当たっては、市民が持つ自主性及び創造性並びに文化芸術が持

つ多様性が尊重されなければならない。 

２ 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術活動が市民の権利であることに鑑み、市民が

文化芸術活動を等しく行うことができるよう配慮されなければならない。 

３ 文化芸術の振興に当たっては、これまで育まれてきた文化芸術を市民の共通の財産と

して受け継ぎ、発展させるとともに、新しい文化芸術が創造されるよう配慮されなけれ

ばならない。 

４ 文化芸術の振興に当たっては、将来の世代も含む長期的な視点に立って行われるよう

配慮されなければならない。 

５ 文化芸術の振興に当たっては、市民及び市がそれぞれの役割に応じて取り組むととも

に、相互に連携し、及び協働して行わなければならない。 

第２章 市民及び市の役割 

（市民の役割） 

第４条 市民は、自らが文化芸術活動の担い手として、又は支援者として、様々な文化芸

術活動に関わることにより、文化芸術の振興に努めるものとする。 

２ 市民は、文化芸術が人々の交流の中から生まれ、文化芸術活動が地域コミュニティの

発展を支えるものであることを踏まえ、相互に理解し、尊重し、交流を深めることによ

り、文化芸術の振興に努めるものとする。 

（市の役割） 

第５条 市は、第３条に規定する基本理念にのっとり、文化芸術の振興に関する施策を総

合的かつ計画的に実施するものとする。 

２ 市は、市の施策の実施に際して、文化芸術的な視点を取り入れるよう配慮するものと

する。 

３ 市は、組織横断的な連携を図り、職員を育成するなど必要な体制を整備し、文化芸術

の振興に関する施策を効果的かつ継続的に実施するよう努めるものとする。 

４ 市は、文化芸術の振興に関する施策の策定及び実施に当たっては、市民の自主的な文

化芸術活動の内容に干渉することがないよう十分に配慮しなければならない。 

（財政上の措置） 

第６条 市は、文化芸術の振興に関する施策を効果的かつ継続的に推進するため、必要な

財政上の措置を講ずるものとする。 



第３章 基本となる施策 

（文化芸術活動及び交流の場の整備） 

第７条 市は、市民が自主的かつ創造的に多様な文化芸術活動に取り組むことができる場

の整備に努めなければならない。 

２ 市は、文化芸術活動を通じて市民が相互に交流することができる場の整備に努めなけ

ればならない。 

（子ども、高齢者及び障碍
がい

者の文化芸術活動の充実） 

第８条 市は、子どもの文化芸術を享受する能力を高め、かつ、心身の豊かな成長及び人

格の形成を促進するための施策を講ずるよう努めなければならない。 

２ 市は、高齢者及び障碍者が行う文化芸術活動の充実を図るための施策を講ずるよう努

めなければならない。 

（令２条例６・一部改正） 

（文化芸術交流） 

第９条 市は、国内外の人々が本市の文化芸術に関心を持ち、市民と国内外の人々が互い

の文化芸術に理解を深め、交流が促進されるよう必要な施策を講ずるよう努めるものと

する。 

（文化遺産の活用等） 

第１０条 市は、文化財その他の文化遺産の活用を図るため、必要な施策を講ずるよう努

めるものとする。 

２ 市は、伝統芸能の継承及び発展を図るため、その活動及び鑑賞の機会の提供その他の

必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

３ 市は、宝塚らしい文化芸術環境と調和のとれた都市景観の保全及び形成を図るため、

必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

（文化芸術活動に関わる人材の育成） 

第１１条 市は、文化芸術活動を牽引する人材の育成に努めるものとする。 

２ 市は、前項の人材の育成に当たっては、文化芸術活動に関する専門的な知識、技術、

経験等を有する者及び大学等の教育機関その他の団体との連携を図るよう努めるものと

する。 

（専門的団体の育成） 

第１２条 市は、文化芸術活動に関する専門的な知識、技術、経験等を有する団体の育成

に努めるものとする。 

（調査、研究等） 

第１３条 市は、文化芸術の振興が効果的に行われるよう、市民と協働して、文化芸術に

関する調査及び研究を行うとともに、情報の収集に努めるものとする。 

２ 市は、市民の文化芸術への理解又は関心を高めるため、市民と協働して、文化芸術に

関する情報の提供に努めるものとする。 

第４章 推進体制 

（基本計画の策定） 

第１４条 市長は、文化芸術の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、文



化芸術の振興に関する基本的な計画（以下「基本計画」という。）を策定する。 

２ 市長は、基本計画の策定に当たっては、執行機関の附属機関設置に関する条例（昭和

４１年条例第１号）第１条に規定する宝塚市民文化芸術振興会議の意見を聴かなければ

ならない。 

３ 市長は、基本計画の策定に当たっては、あらかじめ市民の意見を反映するため、必要

な措置を講ずるものとする。 

４ 市長は、基本計画を策定したときは、遅滞なくこれを公表するものとする。 

５ 前３項の規定は、基本計画の変更について準用する。 

（宝塚市民文化芸術振興会議） 

第１５条 宝塚市民文化芸術振興会議は、次に掲げる事項を担任する。 

(１) 基本計画の策定及び変更に関して意見を述べること。 

(２) 文化芸術の振興に関する施策に関して意見を述べること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、文化芸術の振興に関する重要事項について、必要に

応じ市長に意見を述べること。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２５年９月１日から施行する。 

（執行機関の附属機関設置に関する条例の一部改正） 

２ 執行機関の附属機関設置に関する条例の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（令和２年条例第６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 



○宝塚市民文化芸術振興会議規則 

平成２５年８月２６日 

規則第３８号 

注 平成２６年３月３１日規則第９号から条文注記入る。 

改正 平成２６年３月３１日規則第９号 

平成３０年１１月２１日規則第３７号 

平成３１年４月２６日規則第３１号 

令和２年１０月６日規則第４９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、執行機関の附属機関設置に関する条例（昭和４１年条例第１号）第

２条の規定に基づき、宝塚市民文化芸術振興会議（以下「振興会議」という。）の運営

に関し必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 振興会議は、宝塚市民の文化芸術に関する基本条例（平成２５年条例第４２号）

第１５条に規定する事項を担任する。 

（組織及び任期） 

第３条 振興会議の委員は、執行機関の附属機関設置に関する条例第１条に規定する者の

うちから市長が委嘱する。 

２ 市長は、委員が欠けたときは、その都度補欠委員を委嘱しなければならない。 

３ 委員の任期は２年とし、補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第４条 振興会議に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれらを定める。 

２ 会長は、振興会議を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。 

（会議） 

第５条 振興会議の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 振興会議の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 振興会議の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の
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決するところによる。 

（意見又は説明の聴取） 

第６条 振興会議は、特に必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求

め、意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 振興会議の庶務は、文化政策課で行う。 

（平２６規則９・一部改正） 

（委任） 

第８条 この規則に定めるもののほか、振興会議の運営に関し必要な事項は、会長が定め

る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２５年９月１日から施行する。 

（任期の特例） 

２ この規則の施行後、最初に委嘱される委員の任期は、第３条第３項の規定にかかわら

ず、委嘱の日から平成２７年３月３１日までとする。 

３ 宝塚市民文化芸術振興会議規則の一部を改正する規則（平成３０年規則第３７号）の

施行後、最初に委嘱される委員の任期は、第３条第３項の規定にかかわらず、委嘱の日

から令和４年３月３１日までとする。 

（平３０規則３７・追加、平３１規則３１・令２規則４９・一部改正） 

附 則（平成２６年規則第９号） 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年規則第３７号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３１年規則第３１号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、天皇の退位等に関する皇室典範特例法（平成２９年法律第６３号）の施

行の日（平成３１年４月３０日）の翌日から施行する。 

附 則（令和２年規則第４９号） 

この規則は、公布の日から施行する。 



1 ページ

◎ 文化芸術振興施策の方向性と事業取組の状況 【資料４】

【方向性１】　創る…文化芸術に触れ、創る喜びを実感できる環境づくり

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

３館共通券「宝塚花の
みち夢みるパス」販売事
業

通年 すみれミュージアム
手塚治虫記念館
宝塚歌劇の殿堂

「宝塚歌劇の殿堂」、「手塚治虫記念館」、
「すみれミュージアム」３館に入館できる共通
チケットを1,000円で販売する。

共通チケット販売数233枚
販売期間：令和3年4月～令和4年1月

引き続き、宝塚文化創造館、ソリオホール、ベガ・ホー
ル、宝塚ワシントンホテル、宝塚温泉ホテル若水、宝
塚ホテルで共通チケットの販売を行う。
販売期間：令和4年4月～令和5年1月

文化政策課
（文化財団）
手塚治虫記念館

追加 2

文化芸術拠点連携促進
協議会

通年 宝塚文化創造館
文化芸術センター
手塚治虫記念館
ほか

宝塚文化創造館、文化芸術センター、手塚
治虫記念館の３館で連携し、エリア一体の活
性化を目指す。

・宝塚文化創造館、文化芸術センター、手塚治虫記
念館を巡る3館おさんぽラリーを実施した。
 9/4（土）～翌2/28（月）、クイズ用紙配布23,112枚。
・3館等を会場に「わくわく！そうぞう！たからんまつ
り」を開催した。3/26（土）・27（日）、来場者のべ3,000
人。

・3館おさんぽラリーを実施する。
 9/10（土）～翌1/31（火）
・3館等を会場に「わくわく！そうぞう！たからんまつ
り」を開催する。3/25（土）・26（日）

文化政策課

3

近隣市町住民への市内
料金適用

通年 － ・阪神北部４市１町広域文化事業
 宝塚、伊丹、川西、三田、猪名川の各文化
施設の市町内外料金の格差を撤廃し、4市1
町の利用について、市町内料金を適用す
る。
・上記4市1町のほか、近隣市の利用につい
て、市内料金を適用する。

市町内料金を引き続き適用した。
・ベガ・ホール　83件（西宮市名塩等を含む）
・ソリオホール　240件（西宮市名塩等を含む）
・宝塚文化創造館　86件（西宮市名塩等を含む）
・国際・文化センター　18件

ベガ・ホール、ソリオホール、文化創造館、国際・文化
センターにおいて、市町内料金を引き続き適用する。

文化政策課
企画政策課

全ての市民が文化の創り手・担い手として活躍できる環境や仕組みをつくります

（１）　文化施設間の連携
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（２）　新たな場づくりなど活動機会の創出

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

ストリートピアノ設置管
理事業

通年 ソリオ宝塚 だれでも自由に弾き楽しむことのできるスト
リートピアノを市内のオープンスペースに設
置し、ピアノを通して市民や来宝者がまちか
どで気軽に音楽に触れることでまちの賑わい
を生み出し、「音楽のあるまち　宝塚」の魅力
を発信する。

令和3年12月にソリオ宝塚に設置したピアノの維持管
理及び広報活動を行った。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ピアノの利
用開始は令和3年4月23日からとなった。

引き続き、ソリオ宝塚に設置したピアノの維持管理及
び広報活動を行うとともに、新たなピアノの設置場所
選定と設置場所管理者との調整を行う。

文化政策課
（文化財団）

追加 2

アートによる観光まちづ
くり事業「ＴＲＡＤ」
（新たな場づくりなど活
動機会の創出）

- 市内各所 アートによる観光まちづくり事業「TRAD（ト
ラッド。Takarazuka Relational Art Daysの略
称。）」では、市内の文化施設や公共空間に
おいて大小様々な催しを開催することで、文
化芸術都市としての魅力向上や賑わいの創
出、地域経済の活性化を目指す。

・大阪芸術大学短期大学部との連携によるアートフ
ラッグ掲出
 花のみち周辺　9/17(金)～2/28(月)
・コロナ禍の中での活動機会としてオンライン配信を
行った。
 ①宝塚現代美術てん・てん2021の関連企画 として
オンラインによるトークショーを11/3(祝)にライブ配信
した。
 ②くらしの中のアート発見プロジェクトとして専門家
によるオンライントークを配信した。
 10/27(水)・11/30(火)・1/11(火)
 ③青柳美扇さんのトークショーを1/23(日)にオンライ
ン配信した。
・アートと泊まるプロジェクトとして、ホテルでのアート
作品の展示やアーティストを派遣してのミニコンサート
や人形劇などを行った。

・大阪芸術大学短期大学部との連携によるアートフ
ラッグ掲出を継続して実施する。
・アートと泊まるプロジェクトとして、引き続きホテルで
のアート作品の展示やアーティストの派遣を行う。

観光企画課
（国際観光協会）
文化政策課

追加 3

新しい生活様式に対応
した活動機会の創出

- ソリオホール、ベ
ガ・ホール、宝塚文
化創造館、国際・
文化センター等

既存事業等にオンライン配信を取り入れ、感
染症拡大により活動機会が減ってしまった団
体や個人の活動機会を充実させるとともに、
会場に出向くことが難しい方の参加・鑑賞の
機会を創出する。

・オンライン配信を行った事業
 宝塚ベガ音楽コンクール、宝塚国際室内合唱コン
クール、タカラヅカトーク＆ライブ、宮川彬良とアンサ
ンブル・ベガ特別公演、宝塚学検定セミナーなど
・貸館施設へのLAN、Wi-FI機器の設置
 貸館事業のオンライン配信に対応するため、施設の
LAN設備、Wi-Fi等の環境を整備した。（ベガ・ホー
ル、ソリオホール、宝塚文化創造館、国際・文化セン
ター）
・文化芸術活動創造支援事業
 「新しい生活様式」を取り入れた公演を行おうとする
団体等に対して、技術的・専門的支援を行った。（オ
ンライン配信5件、野外コンサート2件、デジタル展覧
会等2件）

・引き続き、既存事業等にオンライン配信を取り入れ
る。
・貸館事業のオンライン配信に対応するため、引き続
き、貸室の利用でLAN、Wi-Fiを設置する。（ベガ・
ホール、ソリオホール、宝塚文化創造館、国際・文化
センター）

文化政策課
（文化財団、国際
交流協会）

追加 4

公共空間へのアート作
品展示

通年 市内各所 公共空間をアート作品の展示スペースとして
活用する。

・新庁舎建設工事仮囲いへの展示
 宝塚市児童絵画コンクール受賞作品（R4年1月
～）、大阪芸術短期大学作成のアートフラッグ（R4年2
月～）
・公募写真を紡いで制作した「たからづかモザイク
アート」をソリオ宝塚、JR宝塚・阪急宝塚連絡橋 へ展
示。
・宝塚ゆかりの書道家と市民等で制作した「宝の横断
幕」をソリオ宝塚に展示。
・ソリオ宝塚、アピアさかせがわ（アピア時計台）、文
化芸術センターへのダリア装飾展示。

・新庁舎建設工事仮囲いへの展示
 宝塚市児童絵画コンクール受賞作品・大阪芸術短
期大学作成のアートフラッグ（令和4年12月頃まで）
・公募写真を紡いで制作した「たからづかモザイク
アート」をソリオ宝塚、JR宝塚・阪急宝塚連絡橋 へ展
示。
・宝塚ゆかりの書道家と市民等で制作した「宝の横断
幕」をソリオ宝塚に展示。
・ソリオ宝塚、アピアさかせがわ（アピア時計台）、文
化芸術センターを中心に、ダリアの装飾展示の取り
組みを継続。

管財課
観光企画課
北部振興企画課

2 ページ



3 ページ

（３）　その他の取組

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 - 文化芸術センター
ソリオホール
ベガ・ホール

文化財団が行う事業のうち、広く市民に展示
作品や参加を募集して実施し、市民が文化
の創り手・担い手として活躍できる環境や仕
組みづくりに貢献している事業。

・宝塚市展
 洋画、彫刻・立体造形、写真、デザイン、書、工芸、
日本画の作品を公募し、入賞・入選作品を展示した。
 10/30（土）～11/9（火）、文化芸術センター、出品
者463人、来場者のべ7,273人
・宝塚市民合唱祭
 市内で活動する合唱団が一堂に会し、日頃の練習
成果を発表する事業だが、令和3年度は新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため形式を変更。声楽家を招
き、歌唱に関するレクチャーとコンサートを行った。
 11/6（土）、ベガ・ホール、入場者291人
・宝塚伝統芸能フェスティバル
 伝統芸能を愛好する市民が一堂に会し、日頃の稽
古の成果を発表する事業だが、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止。

・宝塚市展
 11/5（土）～15日（火）、文化芸術センター

・宝塚市民合唱祭
 11/5（土）・6（日）、ベガ・ホール

・宝塚伝統芸能フェスティバル
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

文化政策課
（文化財団）

追加 2

文化施設等管理運営事
業

通年 ベガ・ホール
ソリオホール
宝塚文化創造館
国際・文化センター
文化芸術センター
各公民館

貸館施設の管理運営を行い、文化団体等に
活動の場を提供する。

・ベガ・ホール　利用率45.0％、801件
・ソリオホール　利用率72.1％、3,405件
・宝塚文化創造館　利用率77.6％、1,235件
・国際・文化センター利用率48.1％、1,042件
・文化芸術センター稼働率39.4％、来場者622,598人
・中央公民館　稼働率41％、8,409件
・東公民館　稼働率34％、6,894件
・西公民館　稼働率39％、4,791件

継続して実施。 文化政策課
社会教育課

追加 3

文化芸術活動再開支援
事業補助金

- － 新型コロナウイルス感染拡大を受け、文化活
動を自粛・縮小せざるを得ない状況の中で、
文化活動を実施しようとする市内の文化団体
等に対し、公演や展覧会の実施にかかる経
費の一部を補助する。

募集期間：8月～翌2月末
実績：25団体へ合計1,788,217円補助。

募集期間：4月～翌2月末 文化政策課

4

人権文化センター解放
文化祭

- 各人権文化セン
ター

センターで活動を行っている団体（生花、書
道等）の作品や、一般から公募した作品、地
元の小・中学校児童・生徒の作品を展示す
る。

・くらんど　10/28(木)・29(金)　入場者のべ1,942人
・まいたに　11/4(木)・5(金)　入場者のべ1,356人
・ひらい　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止。

・くらんど　10/27（木）・28(金)　開催予定
・まいたに　11/10(木)・11(金)　開催予定
・ひらい　11/11(金)・12(土)　開催予定

各人権文化セン
ター

5

公民館まつり 11月 各公民館 公民館で活動している団体・グループが、日
頃の学習成果を発表することにより、さらに多
くの人々や文化との「であい」や「ふれあい」
を分かち合うことを目指して開催している。

・中央公民館　11/6(土)・7(日)、来場者2,885人
・東公民館　10/30(土)・31(日)、来場者881人
・西公民館　10/23(土)・24(日)、来場者1,785人

中央公民館　11/5(土)・6(日)
東公民館　10/29(土)～31(月)
西公民館　10/22(土)～24(月)

社会教育課

追加 6

文化関連施設等改修事
業

通年 市内公共施設（文
化施設、人権文化
センター、フレミラ
宝塚、公益施設、
図書館、公民館
等）

利用者にとって安全で快適な環境を維持す
るため、文化関連施設の計画的な改修等を
行う。

・ソリオホール会議室空調設備更新工事
・ベガ・ホール、中央図書館
 空調設備（ＧＨＰ外）更新工事
・西図書館空調設備外改修工事
・人権文化センター
 まいたに：本館屋上防水外改修工事
 ひらい：本館及び別館外部改修工事
・ピピアめふ公益施設
 4階部分の空調設備更新工事

・ソリオホール事務所空調設備更新工事
・ベガ・ホール、中央図書館受変電設備改修工事
・西図書館空調設備外改修工事
・人権文化センター
 くらんど：高圧受変電設備更新工事
 まいたに：別館空調設備更新工事
・ピピアめふ公益施設
 5階、6階部分の空調設備更新工事

各施設所管課
（文化政策課
各人権文化セン
ター
高齢福祉課
市街地整備課
社会教育課
図書館　ほか）
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【方向性２】　つながる…文化芸術活動が地域コミュニティを醸成し、人と人とがつながるまちづくり

（１）　宝塚ゆかりの文化人や芸術家との連携

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

美術品展示事業 － 市役所本庁舎 市への寄贈作品や本市ゆかりの美術家の作
品展を開催する。また、市展の上位受賞作品
の展示を行う。

宝塚市展の市展賞受賞作品を市庁舎で展示。（市展
終了後～12月下旬まで）

宝塚市展の市展賞受賞作品を市庁舎で展示。（市展
終了後～12月下旬まで）

文化政策課

追加 2

文化財団事業 通年 ベガ・ホール
ソリオホール
宝塚文化創造館
ほか

文化財団事業のうち、宝塚ゆかりの文化人や
芸術家等と連携し、市民の文化芸術活動の
促進に努めている事業

・文化団体連絡会
 13の加盟団体が文化団体相互の連携と情報交換
を行った。
・わくわく！そうぞう！たからんまつり
 文化団体連絡会加盟団体の会員が講師・出演者と
なり、子ども向けワークショップやコンサート等を開催
した。
 3/26（土）・27（日）、宝塚文化創造館、花のみち・さ
くら橋公園、文化芸術センター、手塚治虫記念館、来
場者のべ3,000人
・宝塚芸術展
 11/20（土）～28（日）、文化芸術センター、出品者
118人、来場者のべ1,653人
・上記のほか、各種事業において、市内文化人・芸術
家等に協力いただいた。

・文化団体連絡会
 継続して実施。
・わくわく！そうぞう！たからんまつり
 3/25（土）・26（日）、宝塚文化創造館ほか
・宝塚芸術展
 11/23（水・祝）～12/1（木）、文化芸術センター

文化政策課
（文化財団）

追加 3

国際・文化センター事
業

年1回 国際・文化センター 国際・文化センター事業のうち、本市ゆかりの
芸術家の作品展等を実施する事業

片岡紫江作品展 11/26(金)～30(火)、来場者300人 実施予定なし。 文化政策課
（国際交流協会）

追加 4

文化芸術センター・庭
園事業

年1回 文化芸術センター 文化芸術センター事業のうち、本市ゆかりの
アーティストを紹介する事業

「Made in Takarazuka」シリーズ
「中辻悦子展　ＷＨＯ　ＩＳ　ＴＨＩＳ？あなたは、誰れ」
 9/4(土)～10/11(月)、来場者2,275人

「Made in Takarazuka」シリーズ
「松井桂三展　化学反応実験」
 4/14(木)～5/14(土)実施、来場者数1,597人

文化政策課
（宝塚みらい創造
ファクトリー）

追加 5

手塚治虫記念館 通年 手塚治虫記念館 手塚治虫氏に関する豊富な資料のほか、近
現代の漫画・アニメに関する企画展を開催。

入館者計41,726人
・企画展　手塚治虫と演劇「七色いんこ」展
 3/6(土)～6/28(月)
・企画展　手塚マンガの名脇役（バイプレイヤー）た
ち～手塚治虫の「スター・システム」～
 7/2(金)～10/25(月)
・企画展　中原淳一展～現代にも響く”美”のメッ
セージ～
 10/29(金)～翌2/23(祝）

・企画展　マンガ連載開始70周年「ぜ～んぶ　鉄腕
アトム」展
 3/5(土)～6/27(月)
・企画展　「マクロス放送４０周年記念　超時空要塞
マクロス展」
 7/1(金)～10/24(月)
・企画展 「W50周年記念　デビルマン×マジンガー
Z展」
 10/28(金)～翌2/28(火)

手塚治虫記念館

6

TAKARAっ子いきいき
スクール

通年 各学校 「みんなの先生」として地域の人材を活用した
り、専門性の高い郷土出身者を「ふるさとの
先輩」として招聘するなど、地域の教育力を
取り入れた活気あふれる学校園づくりを目指
す。

・派遣校　市立幼稚園10校、市立小学校24校、市立
中学校12校、市立特別支援学校1校
・登録人数　個人登録226人、団体登録77団体

継続して実施。 学校教育課

文化芸術活動を通じて、地域コミュニティ・市民のつながりが深まるまちをめざします。
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

7

聖光文庫文化講座 年1回 中央図書館 清荒神清澄寺の後援を得て、鉄斎美術館と
共催で講師を招き文化講座を開催する。

共催者の鉄斎美術館と協議し、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、開催を中止した。

共催者の鉄斎美術館と協議し、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、開催を中止する。

中央図書館

8

村野藤吾賞受賞記念講
演会

隔年に１回
（東京・宝
塚）

市民ホール 生前市内清荒神に在住し、宝塚市役所庁舎
やカトリック宝塚教会などの設計を手掛けら
れた、故村野藤吾さん（建築家）を記念し贈
呈される村野藤吾賞の受賞記念講演。村野
藤吾記念会との共催。

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和元年度
を最後に村野藤吾賞の選考自体が行われていない
ため、記念講演会も実施できていない。

村野藤吾賞の授賞式が開催されれば、記念講演会も
開催予定であるが、現時点では授賞式の開催は未
定。

企画政策課

（２）　姉妹都市、友好都市等との文化芸術交流

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

大分市との文化交流 － － 災害相互応援協定の締結を機に、西洋音楽
と西洋演劇の発祥地として文化芸術を推進し
ている大分市との交流を、平成25年（2013
年）から行っている。

宝塚市交響楽団4名による弦楽カルテットが「おおい
た夢色音楽祭」に出演予定であったが、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため中止。

10/8(土)に宝塚市交響楽団4名による弦楽カルテット
が「おおいた夢色音楽祭」に出演。

文化政策課

2

浜松市との文化交流 － － 市花すみれで交流があった春野町が浜松市
とが合併したことを機に、日本を代表する音
楽文化都市として発展している浜松市との交
流を、平成26年（2014年）から行っている。

ジュニアクワイア浜松と宝塚少年少女合唱団が宝塚
市内で交流を行う予定であったが、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため中止。

11/6(日)にジュニアクワイア浜松が「宝塚市民合唱
祭」に出演。

文化政策課

3

松江市との文化交流 － - 松江市において開催された姉妹都市提携50
周年記念式典において、今後の文化交流に
ついて両市長同士の意見交換があったこと
を機に、松江市との交流を平成29年（2017
年）から行っている。

・松江市文化協会加盟団体の作品を宝塚芸術展に
招待展示
 11/20（土）～28（日）、文化芸術センター、招待作
品12点

・姉妹都市交流55周年記念式典（宝塚市開催）
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期。

企画政策課
文化政策課
（文化財団）

追加 4

フラワー都市交流 - 加盟自治体 花をテーマとした魅力ある街づくりを目指す
フラワー都市交流連絡協議会に加盟し、加
盟自治体間の交流を行っている。

10/1（金）～17（日）まで「フラワー都市交流in宝塚」を
開催し、個人又は少人数のグループを対象にしたツ
アーを実施した。
文化芸術センターでは加盟自治体の特産品販売、
PRポスター展示を行った。

加盟都市間の球根・花苗交換事業、相互紹介及び
販売促進事業の継続実施を行う。

農政課
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（３）　その他の取組

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 通年 － 市民ボランティア団体と連携し、文化財団主
催のイベントのボランティア等、市民が日常
的に文化施設に関わ相互に交流し、いきい
きと楽しみながら活動できる場づくりを行う。

・ボランティア団体「Face to Face」
 イベントの受付や場内案内等で協力いただいた。
定期的に財団職員との連絡会を実施した。メンバー
35名。
・宝塚学博士の会
 宝塚学検定博士合格者が参加する。「面白発見」
「まち歩き」「PR」の3グループに分かれて活動。メン
バー28名。
 「宝塚まち歩き～自然豊かな武田尾廃線敷を歩く」
 12/4（土）、博士の会まち歩きグループ

・ボランティア団体「Face to Face」
 引き続き協力いただく。

・宝塚学博士の会
 引き続き各グループでの活動を行う。

文化政策課
（文化財団）

追加 2

文化芸術センター・庭
園事業

通年 文化芸術センター 市民をはじめ多くの人の活動に支えられ、市
民と共に成長する施設としていくことを目的
に設立した市民サポーター制度において、セ
ンターを舞台とした人々の交流が促進され、
センターだけでなく、まちの魅力発信、価値
向上につながる活動を行う。

・サポーター登録人数38人
 活動18回、活動のべ96人

市民サポーター登録人数の増加に向け、情報発信な
どに取り組む。
コロナ禍で取り組めていなかった展覧会のサポート事
業を開始する。

文化政策課
（宝塚みらい創造
ファクトリー）

3

宝塚だんじりパレード 隔年 未定 市内に存在する19台のだんじりが集合し、パ
レードを行うことで、貴重な伝統文化を発信
する。

第7回パレードの開催に向けて、各町の代表者たちと
の協議を実施。

第7回パレードの開催に向けて、各町の代表者たちと
の協議を実施。

観光企画課

追加 4

宝塚オープンガーデン
フェスタ

年2回 市内各所 市内の個人宅や事業所などが自慢の庭を公
開し、ガーデニング愛好家と市民の交流を図
る。

下記実施を予定していたが、コロナウイルス感染症緊
急事態宣言等の発令により中止
4/24(土)～26(月)、5/13(木)～15(土)開催
参加庭主件数64軒

4/23(土)～25(月)、5/13(金)～15(日)開催
参加庭主件数74軒

農政課

追加 5

アートによる観光まちづ
くり事業「ＴＲＡＤ」
（子どもや高齢者などを
対象とした事業）

- 市内各所 アートによる観光まちづくり事業「TRAD（ト
ラッド。Takarazuka Relational Art Daysの略
称。）」では、市内の文化施設や公共空間に
おいて大小様々な催しを開催することで、文
化芸術都市としての魅力向上や賑わいの創
出、地域経済の活性化を目指す。

・くらしの中のアート発見プロジェクト として、専門家
によるオンライントークや市内実践者による勉強会を
実施した。
・たからづかモザイクアート2021として、全国から集
まった476枚の写真を組み合わせモザイクアートを、
市内の高校写真部や宝塚にゆかりのある著名人の協
力により制作、展示した。
・宝塚にゆかりのアーティストの4名のインタビュー動
画「つくって、くらすひと」を配信した。

引き続き、たからづかモザイクアート、宝塚にゆかりの
アーティストのインタビュー動画「つくって、くらすひ
と」を実施する。

観光企画課
（国際観光協会）
文化政策課
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【方向性３】　ともに楽しむ…市民の誰もが文化芸術を楽しめる環境づくり

（１）　社会包摂に資する事業の促進　－子どもや親子を対象とした文化芸術事業の充実－

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

高校生美術部展 年1回 国際・文化セン
ター、文化芸術セ
ンター

公立・私立高校と連携し、美術部展を開催す
る。

1/27(木)～2/1(火)開催。国際・文化センター、来場
者190人

2/2(木)～7(火)開催予定。文化芸術センター 文化政策課

2

あおぞらコンサート 年1回 宝塚駅前 公立・私立高校と連携し、駅前での吹奏楽部
ミニコンサートを開催する。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 文化政策課

市民の誰もが文化芸術を享受し、活動に参加できる環境をつくります。

・わくわく！そうぞう！たからんまつり
 子ども向けステージ・ワークショップ等。3/26(土)・
27(日)、宝塚文化創造館ほか、来場者のべ3,000人。
・舞台芸術ワークショップ
 宝塚歌劇の小道具とチラシ作成のワークショップ。
感染拡大防止のため中止。
・宝塚あおぞらげきじょう
 子ども向けステージ・ワークショップ。11/13（土）、宝
塚文化創造館、花のみち・さくら橋公園。「宝塚ぼうさ
い劇場withびっくり箱」と題して実施
・こどもいけばな教室
 小学3年～中学3年対象のいけばな教室。
 感染拡大防止のため中止。
・こども落語教室
 小学3年～中学3年対象の落語教室。7月～8月に
全7回、ソリオカルチャー、参加者11人。
 最終日は発表会「こども寄席」を開催。ソリオホー
ル、入場者のべ118人。
 卒業生による「宝塚こども落語くらぶ」は月１回の練
習、年２回の発表会を中心に活動。おさらい会：3/12
（土）、宝塚文化創造館、入場者90人。
・ベガ　ジュニア　アンサンブル
 子どもたちによる弦楽アンサンブル。参加者6人。
 発表会：3/13（日）、ベガ・ホール、入場者87人。
・ピアノのひみつを知ってみよう！
 親子対象のワークショップ型コンサート。
 7/30（金）3回公演、ベガ・ホール、入場者240人。
・県西音楽科現役高校生によるティーンズ・フレッ
シュ・コンサート
 4/6（火）ほか4回、ベガ・ホール、入場者1,001人。
・アウトリーチ事業
 市内の小学校、幼稚園、保育所にアーティスト等を
派遣し、音楽や造形美術、落語に触れる機会を作っ
た。
 派遣回数：音楽8回、美術2回、落語2回

・わくわく！そうぞう！たからんまつり
 3/25（土）・26（日）
・舞台芸術ワークショップ
 10/2（日）、宝塚文化創造館。
・こどもいけばな教室
 5月～8月に全9回。ソリオカルチャー。
 最終日(8/20（土））は「こどもいけばな展」を開催。
・こども落語教室
 7月～8月に全7回。最終日は発表会「こども寄席」を
実施。ソリオホール。
 卒業生による「宝塚こども落語くらぶ」は月1回の練
習、年2回の発表会を中心に活動。
・ベガ　ジュニア　アンサンブル
 引き続き実施する。定期演奏会は3月、ベガ・ホー
ル。
・はっけんしよう！ピアノのひみつ
 8/1（月）3回公演、ベガ・ホール。
・県西音楽科現役高校生によるティーンズ・フレッ
シュ・コンサート
 4/7（木）ほか4回、ベガ・ホール
・アウトリーチ事業
 引き続き実施する。

文化財団事業のうち、子ども、親子を対象と
した事業

ソリオホール、ベ
ガ・ホール、宝塚文
化創造館等

文化財団事業 通年 文化政策課
（文化財団）

3
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 4

文化芸術センター・庭
園事業

通年 文化芸術センター・
庭園

文化芸術センター・庭園事業のうち、子ども、
親子を対象とした事業

｢アートセンターに博物館がやってくる」
 7/22(祝)、327名
「ピクニックシートをつくろう」
 8/1(日)、11名
「ガーデン花ガイドとイラスト教室」
 9/25(土)・26(日)、17名
「まつぼっくりツリーを作ろう」
 12/12(日)、20名
「電車のぺ-パ--クラフトを作ろう」
 3/13(日)、8名
「電気を学ぶ科学教室「備長炭電池を作ろう」」
 3/19(土)、20名
「ガラスにお絵描き」
 3/26(土)、325人

豊かな感性を育んでいくために、いつでも気軽に来
場者が楽しめる工芸、工作、絵画、読み聞かせなど
子どもたちに多様な創作活動プログラムを提供してい
く。

文化政策課
（宝塚みらい創造
ファクトリー）

5

のびのびパスポート事
業

通年 各施設 神戸市を中心とした博物館、美術館などを無
料で利用できるパスポートを小中学生に配布
し、子どもたちの豊かな情操や感性を育むた
めに活用する。印刷製本費を市で負担。本
市対象施設：手塚治虫記念館、宝塚文化創
造館、小浜宿資料館、旧和田家住宅、

4月に市内小・中・特別支援学校（私立含む）に配
布。利用範囲が多く、校外学習等に利用する機会を
提供できた。
・手塚治虫記念館　1,923件
・宝塚文化創造館　445件
小浜宿資料館、旧和田家住宅は入場無料のため件
数不明。

4月に市内小・中・特別支援学校（私立含む）に配
布。

社会教育課
手塚治虫記念館
文化政策課(文化
財団）
学校教育課

追加 6

アートによる観光まちづ
くり事業「ＴＲＡＤ」
（子どもや高齢者などを
対象とした事業）

- 市内各所 アートによる観光まちづくり事業「TRAD（ト
ラッド。Takarazuka Relational Art Daysの略
称。）」では、市内の文化施設や公共空間に
おいて大小様々な催しを開催することで、文
化芸術都市としての魅力向上や賑わいの創
出、地域経済の活性化を目指す。

・takarazuka hopegraphy として、書道家の青柳美扇
氏と市内の幼稚園、小学校、高齢者施設の方々で
「宝の横断幕」を制作し、作品披露とトークショーを実
施した。
・たからづかモザイクアート2021として、全国から集
まった476枚の写真を組み合わせモザイクアートを、
市内の高校写真部や宝塚にゆかりのある著名人の協
力により制作、展示した。
・宝塚文化創造館、文化芸術センター、手塚治虫記
念館を巡る3館おさんぽラリーを実施した。
 9/4（土）～翌2/28（月）、クイズ用紙配布23,112枚。

takarazuka hopegraphy、たからづかモザイクアート、3
館おさんぽラリーを引き続き実施する。

文化政策課
観光企画課
（国際観光協会）

7

人権文化センター事業 通年 各人権文化セン
ター

小・中学生を対象とした絵画教室や書道教
室、夏休みに小学生を対象に自然体験人権
学習会を実施する。

・くらんど
 定例講座事業（参加者のべ1,362人）
 体験型人権学習会8/6（参加者16人）
・まいたに
 定例講座事業（参加者のべ1,210人）
 体験型人権学習会は新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止
・ひらい
 定例講座事業（参加者のべ971人）
 体験型人権学習会は新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止。

・くらんど
 定例講座・体験型人権学習会　継続実施
・まいたに
 定例講座・体験型人権学習会　継続実施
・ひらい
 定例講座・体験型人権学習会　継続実施

各人権文化セン
ター（くらんど、ま
いたに、ひらい）

8

児童館事業 通年 フレミラ宝塚 中高生を対象にミュージックスクールなど、子
どもを対象とした文化芸術に関する講座など
を実施する。

・ミュージックスクール 19回、参加者のべ26人
・夢のかけはしクラブ 23回、参加者のべ309人
その他、各児童館で子どもを対象とした様々な文化・
芸術に関する講座等を実施した。

・ミュージックスクール 24回
・夢のかけはしクラブ 36回

子ども家庭支援セ
ンター
（社会福祉協議
会）
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

9

【音楽隊】市内9小学校で活躍する音楽隊
が、学校の 式典や文化祭での発表など校内
での活動のほかに、コンクールや発表会、地
域の行事で演奏している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、全体で
の発表会は中止し、演奏の場は縮小した。
学校での活動は、休止期間もあったが新型コロナウイ
ルス感染症対策を行いながら実施した。

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、学校で
の活動を中心に実施する。全体の発表会も、新型コ
ロナウイルス感染症対策を行いながら開催予定。

青少年課

10

【バトン隊】市内3小学校バトン隊と1中学校バ
トン隊が、花と緑のフェスティバルなどの地域
の行事に参加している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域の
行事や年度末の発表会は中止した。学校での活動
は、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら実施
した。

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、学校で
の活動を中心に実施する。地域の行事や発表会に
ついては新型コロナウイルス感染症対策を行いなが
ら参加・開催予定。

青少年課

11

宝塚歌劇鑑賞事業 － 宝塚大劇場 小・中学生を対象に、宝塚歌劇の鑑賞を行
い、豊かな情操や感性を育むとともに、ふるさ
と意識を高める。

市内中学生（特別支援学校、私立中学校含む）を対
象に日程調整を行ったが、新型コロナウイルス感染
症の影響により実施できた学校は３校であった。

市内中学生（特別支援学校、私立含む）を対象に、1
月から３月の公演を鑑賞予定。

学校教育課

12

TAKARAっ子造形作品
展

－ 市内公民館、文化
芸術センター

市立幼稚園、小・中・特別支援学校の子ども
たちの図工や美術などの造形作品を展示す
る。

1/14(金)～18（火）、文化芸術センターにて実施。 1/18(水)～24(火)、東公民館にて実施予定。 学校教育課

13

合同音楽会事業 － ベガ・ホール 市立小学校4年生が、合唱と合奏を発表し交
流する。7部制で3日間開催。
市立中学校12校が、合唱を発表し交流す
る。2部制で1日開催。

両事業とも新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め中止。
・小・特別支援学校合同音楽会
・中学校合同音楽祭

・小・特別支援学校合同音楽会
 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。
・中学校合同音楽祭
 11/1(火)に実施予定。

学校教育課

14
吹奏楽フレッシュコン
サート

－ 川西市キセラホー
ル

市立中学校のコーラス部、吹奏楽部による部
活動発表会。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 4/30(土)に実施。 学校教育課

15

中学校部活動への支援 通年 各中学校 ・対外課外活動補助金
 部活動の充実を図るため、中学校部活動
支援補助金、対外課外活動補助金として、各
種大会の参加費や交通費などを補助する。
・外部指導者活用事業
 中学校の部活動に外部指導者を派遣す
る。
・吹奏楽部楽器購入支援

・対外課外活動補助事業
 48件補助。県大会以上の参加に対する補助として
大会参加費、交通費の補助、西谷中学校は立地条
件から市内大会であっても交通費の一部を補助し
た。
・部活動外部指導者
 市内12中学校に合計60人設置。各校の部活動で
専門的な指導ができるようにした。
・吹奏楽部楽器購入
 ３校の吹奏楽部に楽器を購入。

・対外課外活動補助事業
 各種大会の参加費や交通費を補助する。
・部活動外部指導者
 各中学校に配置し、専門的な知識をもって指導をし
てもらっている。
・吹奏楽部の楽器購入
 音楽担当者会で配置校及び購入楽器について検
討し、購入手続きを進めている。

学校教育課

16

TAKARAっ子いきいき
スクール
【再掲】

通年 各学校 「みんなの先生」として地域の人材を活用した
り、専門性の高い郷土出身者を「ふるさとの
先輩」として招聘するなど、地域の教育力を
取り入れた活気あふれる学校園づくりを目指
す。

・派遣校　市立幼稚園10校、市立小学校24校、市立
中学校12校、市立特別支援学校1校
・登録人数　個人登録226人、団体登録77団体

継続して実施。 学校教育課

17

邦楽のつどい － ソリオホール 園児、児童、生徒が和楽器（琴、太鼓）を主
体とした演奏及び地域伝統芸能を披露する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。 2/18(土)に実施予定。 学校教育課

追加 18

人権文化活動創造支援
事業

- 各人権文化セン
ター

小中学生を対象に、豊かな人権感覚を身に
つけることを目的に、太鼓やけん玉、創作活
動などの講座を開催する。

・くらんど　わくわく子ども太鼓、わくわくまつりの創造
 参加者のべ350人
・まいたに　わくわく発見！、ほのぼの親子体験
 参加者のべ525人
・ひらい　人権わくわく学級
 参加者のべ258人

・くらんど　わくわく子ども太鼓、わくわくまつりの創造
・まいたに　わくわく発見！、ほのぼの親子体験
・ひらい　人権わくわく学級

学校教育課

宝塚市少年少女
音楽隊バトン隊

通年 各小学校
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 19

人権教育文化事業 - 各人権文化セン
ター、ソリオホール

・小中学生を対象に人権人形劇、人権ミュー
ジカルを開催する。

・人権人形劇
 くらんど　12/9(木)、来場者55人
 まいたに　7/15(月)、来場者49人
 ひらい　11/20(土)、来場者95人
・人権ミュージカル
 ソリオホール　8/5(木)、来場者295人

・じんけん人形劇をくらんど，まいたに、ひらい各人権
文化センターで開催する。
・人権ミュージカルをソリオホールで開催する。

学校教育課

20

ことばの祭典 - 公民館 ・俳句バトル
小・中学生を対象に、ことばの大切さを学ぶ
イベントを実施する。
・ビブリオバトル
面白いと思った本をバトル形式で紹介し、読
書への興味を広げるイベントを実施する。

11/27(土)、西公民館にて実施。
俳句バトル参加者 小学生17人
 中学生　1人
 保護者22人
ビブリオバトル参加者　51人
（内、発表者小学生7人、中学生3人）

・俳句バトル、ビブリオバトルを、11/26(土)、西公民
館にて実施する。また、中学生対象でWEB投句を実
施する。

学校教育課
中央・西図書館

追加 21

校外学習（文化芸術セ
ンター見学）

通年 文化芸術センター 市内の小学生が校外学習により、文化芸術
センターを訪れることで、身近に文化芸術に
触れる機会を設け、感受性豊かな心を育む
情操教育を行うことで、文化芸術の振興に必
要な人材の育成・確保に努める。

18校で実施。
・10/１(金)　　すみれガ丘小４年
・10/5(火)　　仁川小４年
・10/8(金)　　安倉小４年
・10/11(月)　光明小４年
・10/15(金)　長尾小４年
・10/19(火)　中山五月台小４年
・10/22(金)　売布小４年
・11/2(火)　　長尾台小４年
・11/5(金)　　安倉北小４年
・11/22(月)　中山桜台小４年
・11/25(木)　丸橋小４年
・11/26(金)　長尾南小４年
・11/30(火)　逆瀬台小４年
・1/14(金)　　西谷小４年、高司小４年、小浜小４年
・1/18(火)　　末成小４年、末広小４年
 

小学校、特別支援学校合わせて24校で文化芸術セ
ンター見学を含む校外学習を実施する。

学校教育課

22

自己表現力向上事業 - 各小学校 普段の生活の中では、人間関係が固定化し
てしまい、それが原因で自己を表現すること
に抵抗を持つ子どもも少なくない。このような
状況の中、専門家による演劇的手法を活用
したワークショップを実施し、自己の内面を表
現することを通して、これからの時代を生きる
子どもにとって必要な基礎能力であるコミュニ
ケーション能力を培うとともに、自己表現力の
向上を図る。

計13校、27クラスで実施。
・7/9(金)・13(火)　中山五月台小・中山桜台小4年
・7/12(月)　末成小6年
・10/18(月)　安倉小6年
・10/22(金)　光明小5年
・12/2(木)　西谷小5・6年
・12/3(金)　美座小5年
・12/15(水)　良元小6年
・12/17(金)　逆瀬台小5年
・1/20(木)　小浜小5年
・2/10(木)　高司小5年
・3/7(月)　すみれガ丘小5年
・3/10(木)・11(金)　売布小5年

市内全小学校の5年生（または6年生）を対象に、計
23校、62クラスで実施予定。

教育研究課

23

公民館事業 － 各公民館 小・中学生を対象に公民館登録グループが
指導者となり、オープンセミナー（サマース
クール）を実施する。

開催期間　7/26(月)～28(水)
参加者数　・中央公民館　98人
 ・東公民館　61人
 ・西公民館　85人

開催期間　7/25(月)～29(金)
参加者数　・中央公民館　196人
 ・東公民館　153人
 ・西公民館　157人

社会教育課
（アクティオ）

追加 24

防火啓発ポスターコン
クール

年１回 ・文化芸術センター
・ダイエー宝塚中
山店
・アピア１

市内小学生を対象に、夏休みの取り組みとし
て、防火啓発につながる絵を描いてもらい、
学童期において防火意識に触れてもらうこと
を目的に実施している。

78作品の応募があり、左記実施場所にて展示会を開
催。また、選考会を経て、高学年の部の最優秀賞１作
品については、ポスター印刷をし、市内各事業所へ
配布して、市内全体の防火意識の向上を図った。

昨年度並みに実施。ポスター印刷については、高学
年の部及び低学年の部のそれぞれ最優秀賞２作品
をポスター印刷するよう内容を見直した。展示会は、
文化芸術センター：10/7(金)～13(木)、ダイエー宝塚
中山店：10/24(月)～11/15(火)、アピア１：10/24(月)
～30(日)。

消防本部
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（２）　社会包摂に資する事業の促進　－高齢者、障碍のある人を対象とした活動機会の充実－

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 - ソリオホール、ベ
ガ・ホール、宝塚文
化創造館ほか

文化財団事業のうち、高齢者や障碍のある
人、外国人などを含む様々な人を対象に、文
化芸術を通じて社会参加の機会を促す事業

・劇団BIGMOUSEによるアウトリーチ活動
 感染拡大防止のため中止。
・手話通訳、要約筆記の受付
 宝塚学検定、同セミナーで受け付けたが、申込み
は無かった。
・シネマインソリオにおける日本語字幕付き映画上映
 1/13（木）「心の傷を癒すということ」、2/24（木）「お
終活　熟春！人生、百年時代の過ごし方」

・劇団BIGMOUSEによるアウトリーチ活動
 福祉施設2カ所を訪問予定。
・手話通訳、要約筆記の受付
 宝塚学検定、同セミナーで受付。
・元気な長寿の仲間たち展
 前年度の宝塚市展に出展した80歳以上の方による
展覧会。
 9/15（木）～19（月・祝）、宝塚文化創造館。
・たからづか能における詞章（セリフ）の配布

文化政策課
（文化財団）

2

老人福祉センター事業 通年 フレミラ宝塚 ・いきいき学舎フレミラ
2年制・4コースのシニアカレッジを開講してい
る。文学・音楽・美術の鑑賞や写真、演劇、
歌唱、舞踊、生活文化を学ぶ。
・はつらつ教室
市内に住む60歳以上の方を対象。講師陣に
一芸に秀でたアクティブシニアを迎え、シニ
アの社会貢献の機会としてボランティアで教
えていただく。

・いきいき学舎フレミラ
 人生100年研究会ほか5コース。
・はつらつ教室
 たのしいウクレレ教室ほか16教室。
 参加者のべ3,587人

・いきいき学舎フレミラ
 宝塚探訪ほか5コース
・はつらつ教室
 継続して実施予定。

高齢福祉課
（社会福祉協議
会）

3

高齢者学習事業づか塾 毎年9月～
3月の間、
原則週一
回開催

フレミラ宝塚ほか 宝塚の歴史や地域の魅力にふれ、自身の居
場所、仲間・健康づくりを行い、経験、知識を
ボランティアや地域に生かすノウハウを学ぶ
連続講座。

20人の受講生が全15回の講座と課外ボランティア活
動を実施。
ボランティア活動のほか、宝塚の歴史を学ぶ講座や
市内の見学ツアーもあり、まちの魅力を再発見し、地
域に愛着を持つきっかけにもなっている。講座終了
後、受講生は、有志でのボランティア活動や地域活
動を実施している。

9月から翌3月まで全15回の講座を実施。
昨年度より定員5人増の２５人で実施。

地域福祉課

4

手話通訳者及び要約筆
記者派遣

－ － 聴覚の障碍（がい）のため意思疎通を図るこ
とに支障のある方が社会生活上必要不可欠
な場所へ出かける場合に、手話通訳者及び
要約筆記者を派遣し、コミュニケーションを確
保する。

・手話通訳者派遣 1.140件
・要約筆記者派遣 201件
・市が実施するイベントについては、市の基準に基づ
き、手話通訳者及び要約筆記者を配置した。
派遣件数は、新型コロナウイルス感染拡大防止によ
るイベント中止等により減少傾向であったが、イベント
再開により徐々に増加している。

継続して実施。 障碍(がい)福祉課

5

文化事業の共催、補助 通年 公民館等 ・障害者（児）団体連絡協議会が実施する文
化事業等の活動に要する経費の一部を助成
する。

・宝塚障害福祉市民懇談会の運営費の一部
を補助するとともに、団体が実施する障害児
者クリスマス大会事業 に対して後援する。

老人クラブ連合会と連携して事業を実施す
る。

・障害者(児)団体連絡協議会への助成金交付
 宝塚市手をつなぐ育成会を含む、対象団体4団体
のうち3団体へ交付した。1団体については、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により未実施。
・宝塚障害福祉市民懇談会への補助金交付
 障害児者クリスマス大会（後援事業）及びふれあい
コンサートについては、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため未実施。

継続して実施。 障碍（がい)福祉課
高齢福祉課
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

6

特別支援教育推進事業 - 東公民館
フレミラ宝塚

・ふれあい作品展
特別支援学級及び市立養護学校、特別支援
学校（こやの里、こばと聴覚）の幼児児童生
徒作品を展示し、発表や交流の機会としてい
る。
・さよならコンサート
特別支援学級の児童生徒が集いコンサート
を実施する。卒業生を送る意味も込めてい
る。

・ふれあい作品展
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（DVD
を配布し各校で鑑賞）。
・さよならコンサート
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（各校
でお別れ会を実施）。

・ふれあい作品展
 2/2(木)～2/7(火)
・さよならコンサート
 開催予定（日程は未定）。

学校教育課

7

公民館事業 通年 各公民館 宝塚市民カレッジ
大人の学びの場や生きがいづくり、仲間づく
りとを目的とし、公民館連続講座として開催。

6月から1月まで月1回、合計6～8回の連続講座を実
施。文化と歴史、上方講談、オペラなど10種類の講
座を開催。
参加者のべ5,638人

6月から１月まで月１回、合計８回の連続講座を実施。
文化と歴史、上方講談、近畿の名城など10種類の講
座を開催。

社会教育課
（アクティオ）

8

障碍（がい）者社会学級
・青い鳥学級（視覚障碍
（がい））
・たつのこ学級（聴覚・
言語障碍（がい））
・ふれあい学級（中途失
聴・難聴）

－ 東公民館他 障碍（がい）に応じて、社会人としての幅広い
知識や教養、また日常生活を向上させるため
の技術や能力を習得するとともに、多くの人
たちとの交流を通して相互理解を深め、とも
に生きる喜びを創造する。

新型コロナウイルス感染症拡大により、宝塚市ふれあ
い学級、宝塚市青い鳥学級は開催を中止した。
宝塚市たつのこ学級では、感染症予防対策を徹底し
た上で、映画上映会を１回開催した。

障碍（がい）者と支援ボランティアで構成された運営
委員会へ委託をし、視覚・聴覚・言語に障碍（がい）
のある方を対象にした講座などを年に１～２回ほど企
画、運営してもらい、各学級を通じて教養、知識や技
術等を習得し、自立への一助とするとともに、障碍（が
い）者の社会参加を促進する。

社会教育課

9

知的障碍（がい）（児）者
親子体操教室

－ スポーツセンター 障碍（がい）者社会学級の一環として、機能
障碍（がい）の回復を目指す「機能訓練」とと
もに、仲間づくりや集団で活動する体験学習
を通じて「社会参加」の機会を提供する。

新型コロナウイルスの影響で、開催６回、参加者のべ
９６人となった。

障碍（がい）者社会学級の一環として、機能障碍（が
い）の回復を目指す「機能訓練」とともに、仲間づくり
や集団で活動する体験学習を通じて「社会参加」の
機会を提供するため、毎月第２土曜日に開催し、年
間12回開催する。

社会教育課
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（３）　その他の取組

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

ストリートピアノ設置管
理事業【再掲】

通年 ソリオ宝塚 だれでも自由に弾き楽しむことのできるスト
リートピアノを市内のオープンスペースに設
置し、ピアノを通して市民や来宝者がまちか
どで気軽に音楽に触れることでまちの賑わい
を生み出し、「音楽のあるまち　宝塚」の魅力
を発信する。

令和3年12月にソリオ宝塚に設置したピアノの維持管
理及び広報活動を行った。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ピアノの利
用開始は令和3年4月23日からとなった。

引き続き、ソリオ宝塚に設置したピアノの維持管理及
び広報活動を行うとともに、新たなピアノの設置場所
選定と設置場所管理者との調整を行う。

文化政策課
（文化財団）

追加 2

文化財団事業 通年 ソリオホール、ベ
ガ・ホール、宝塚文
化創造館ほか

文化財団事業のうち、誰もが活動に参加でき
る環境の整備

・託児サービス
 未就学児が入場できない催しにおいて実施。
 導入事業15件、利用実績1事業3人。
・U（アンダー）３９チケット
 18歳から39歳まで、財団主催公演のチケットを半額
で販売。Uチケット会員登録者508人。

・託児サービス
 引き続き実施する。
・U（アンダー）３９チケット
 引き続き実施する。

文化政策課
（文化財団）

追加 3

新しい生活様式に対応
した活動機会の創出事
業【再掲】

- ソリオホール、ベ
ガ・ホール、宝塚文
化創造館、国際・
文化センター等

既存事業等にオンライン配信を取り入れ、感
染症拡大により活動機会が減ってしまった団
体や個人の活動機会を充実させるとともに、
会場に出向くことが難しい方の参加・鑑賞の
機会を創出する。

・オンライン配信を行った事業
 宝塚ベガ音楽コンクール、宝塚国際室内合唱コン
クール、タカラヅカトーク＆ライブ、宮川彬良とアンサ
ンブル・ベガ特別公演、宝塚学検定セミナーなど
・貸館施設へのLAN、Wi-FI機器の設置
 貸館事業のオンライン配信に対応するため、施設の
LAN設備、Wi-Fi等の環境を整備した。（ベガ・ホー
ル、宝塚文化創造館、国際・文化センター）
・文化芸術活動創造支援事業
 「新しい生活様式」を取り入れた公演を行おうとする
団体等に対して、技術的・専門的支援を行った。（オ
ンライン配信5件、野外コンサート2件、デジタル展覧
会等2件）

・引き続き、既存事業等にオンライン配信を取り入れ
る。
・貸館事業のオンライン配信に対応するため、引き続
き、貸室の利用でLAN、Wi-Fiを設置する。（ベガ・
ホール、ソリオホール、宝塚文化創造館、国際・文化
センター）

文化政策課
（文化財団、国際
交流協会）

4

宝塚歌劇市民貸切公演 年1回 宝塚大劇場 宝塚歌劇100周年を機に開始。
宝塚歌劇の魅力を伝えるため、市民、在勤
者、通学者を対象とした貸切公演を開催す
る。

新型コロナウイルス感染症の影響により開催を見送
り。

令和6年度の再開に向けて検討。 観光企画課
（国際観光協会）
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【方向性４】　守り伝える…文化遺産や景観を守り伝え、市民がまちに愛着を持てるまちづくり

（１）　文化遺産、文化財の保全、継承

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 - ソリオホール
文化創造館

文化財団事業のうち、文化遺産、文化財の
保全、継承に関する事業

・宝塚学検定
 3/21（月・祝）、ソリオホール、受検者170人
・宝塚学検定セミナー
 試験講座　9/20（月・祝）、ソリオホール、入場者96
人、配信15件。
 まち歩き　12/4（土）、武田尾廃線敷、参加者80人
 集中講座　1/9（日）、ソリオホール、入場者97人、配
信18件
・すみれ♪ミュージアム
 宝塚音楽学校と宝塚歌劇のミュージアム。入場者
6,679人。
 企画展「街と宝塚歌劇～阪急沿線　駅ごとの風景
～」を開催。

・宝塚学検定
 3/21（火・祝）、ソリオホール。
・宝塚学検定セミナー　講座/まち歩き
 3回実施予定。
・すみれ♪ミュージアム
 企画展「宝塚音楽学校～煌めきの文化祭～」

文化政策課
（文化財団）

2

宝塚だんじりパレード
【再掲】

隔年 未定 市内に存在する19台のだんじりが集合し、パ
レードを行うことで、貴重な伝統文化を発信
する。

第7回パレードの開催に向けて、各町の代表者たちと
の協議を実施。

第7回パレードの開催に向けて、各町の代表者たちと
の協議を実施。

観光企画課

追加 3

手塚治虫記念館【再
掲】

通年 手塚治虫記念館 手塚治虫氏に関する豊富な資料のほか、近
現代の漫画・アニメに関する企画展を開催。

入館者計41,726人
・企画展　手塚治虫と演劇「七色いんこ」展
 3/6(土)～6/28(月)
・企画展　手塚マンガの名脇役（バイプレイヤー）た
ち～手塚治虫の「スター・システム」～
 7/2(金)～10/25(月)
・企画展　中原淳一展～現代にも響く”美”のメッ
セージ～
 10/29(金)～翌2/23(祝）

・企画展　マンガ連載開始70周年「ぜ～んぶ　鉄腕
アトム」展
 3/5(土)～6/27(月)
・企画展　「マクロス放送４０周年記念　超時空要塞
マクロス展」
 7/1(金)～10/24(月)
・企画展　「W50周年記念　デビルマン×マジンガー
Z展」
 10/28(金)～翌2/28(火)

手塚治虫記念館

4

文化財保護事業 通年 － 市内に残る文化遺産の保全に努めるととも
に、「たからづか文化財さんぽマップ」の配布
や、市民に対する講座などで文化遺産を伝
え、市民が愛着を持てるまちづくりを図る。ま
た、文化財の指定・登録を進め保全を図ると
ともに、指定文化財の保全に補助金を交付
するなどの保護措置を図る。

・宝塚市文化財保護事業補助金
 八幡神社防災点検事業補助金（中筋・波豆）20,500
円
 切畑群集墳１号墳樹木伐採事業100,000円
・映像記録保存事業
 宝塚市無形民俗文化財である西谷地区のちまきの
食文化を記録保存するため、一般財団法人地域創
造の補助金を活用し、映像記録を作成した。
・旧山田家住宅一般公開事業
 11/5(金)～7(日)、見学者延べ594人

・宝塚市文化財保護事業補助金
 八幡神社防災点検事業補助金（中筋・波豆）20,500
円
 高司素盞嗚神社本殿他二棟保存修理事業補助金
 3,403,000円
・旧東家住宅茅葺屋根葺き替え工事
・旧山田家住宅一般公開事業
 11/11(金)～13日(日)

社会教育課

5

歴史民俗資料館管理運
営事業

通年 小浜宿資料館、旧
和田家住宅、旧東
家住宅

歴史民俗資料館の管理運営を行い、広く市
内に残る歴史資料を公開する。

・小浜宿資料館 入館者2,166人
・旧和田家住宅 入館者1,861人
・旧東家住宅 入館者1,563人

・小浜宿資料館、旧和田家住宅の運営
・旧東家住宅は木曜～日曜・祝日に一般開放（10/20
～11/30、12/1～翌2/28は休館予定）

社会教育課

文化遺産や景観の保全・継承を通じ、宝塚に愛着を持つ市民を増やします。
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

6

桜ガ丘資料室維持管理
事業

通年 桜ガ丘資料室（旧
松本邸）

平成13年に寄贈された国登録有形文化財の
旧松本邸の保全を努めるとともに、建築当時
（昭和12年）の様式を保つための措置を図
る。
旧松本邸の一般公開において、、一般社団
法人宝塚まち遊び委員会・池田自治会などと
協力し、文化財の普及・啓発を図る。

・秋の公開として11/1(月)～7(日)に実施した。見学者
862人。
（春の公開は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止し、秋のみ一般公開を行った。）

・春の公開は、5/9(月)～15(日)に実施。見学者484
人。
・秋の公開は、11/7(月)～13(日)に実施。

中央図書館

追加 7

みんなのたからづかマ
チ文庫

通年 - 市民が手作りした本を図書館の蔵書として保
存、公開する。
令和2年1月よりウェブサイトで公開している。

蔵書数97タイトル（うち令和3年度制作は8タイトル） マチ文庫作成のための相談を受け付け、必要に応じ
歴史資料等の提供を行っている。

中央図書館
文化政策課
（文化財団）

8

村野藤吾賞受賞記念講
演会【再掲】

隔年に１回
（東京・宝
塚）

市民ホール 生前市内清荒神に在住し、宝塚市役所庁舎
やカトリック宝塚教会などの設計を手掛けら
れた、故村野藤吾さん（建築家）を記念し贈
呈される村野藤吾賞の受賞記念講演。村野
藤吾記念会との共催。

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和元年度
を最後に村野藤吾賞の選考自体が行われていない
ため、記念講演会も実施できていない。

村野藤吾賞の授賞式が開催されれば、記念講演会も
開催予定であるが、現時点では授賞式の開催は未
定。

企画政策課

追加 9

人権文化センター事業 - 各人権文化セン
ター

歴史や文化を保存・継承する事業を行う。 実績なし。 ・くらんど　味噌づくり教室２月予定
・まいたに、ひらい　予定なし

各人権文化セン
ター

10

食育推進事業等 通年 公民館等 ・食育に関する講演会やイベントでのブース
出店等を行う。
・季節料理や伝統料理をテーマに「季節の伝
統料理教室」を実施する。

中央公民館・西公民館で食育に関するパネル展示
を行った。
中央公民館では「季節の伝統料理」をテーマに、西
公民館では「なんで食べなあかんの？朝ごはん」など
をテーマのパネルを展示した。

令和４年度も中央公民館と西公民館でパネル展示を
行う。
テーマ　「朝食を食べよう」ほか

健康推進課

11

給食事業 通年 市立小、中学校、
特別支援学校

安心で安全な学校給食を継続的に実施する
ことで、健全な食生活の習慣を身につけ、心
身の健全な発達に資するとともに、食育の
「生きた教材」としての役割を担う。

学校給食において、日本各地の郷土料理や伝統的
な行事食を提供するとともに、市内で栽培された野菜
を使った献立を提供した。
・ばち汁
・雑煮
・西谷産いちごのジャム
・宝塚ねぎの甘辛煮

学校給食において、日本各地の郷土料理や伝統的
な行事食を提供するとともに、市内で栽培された野菜
を使った献立を提供する。

学校給食課

（２）　市民ボランティア団体の育成

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 - ソリオホール等 文化財団事業のうち、市民ボランティア団体
の育成に資する事業

・宝塚学博士の会
 宝塚学検定博士合格者が参加する。「面白発見」
「まち歩き」「PR」の3グループに分かれて活動。メン
バー28名。
 「宝塚まち歩き～自然豊かな武田尾廃線敷を歩く」
 12/4（土）、博士の会まち歩きグループ　参加者80
人

・宝塚学博士の会
 引き続き活動を行う。

文化政策課
（文化財団）

2

桜ガ丘資料室維持管理
事業【再掲】

通年 桜ガ丘資料室（旧
松本邸）

平成13年に寄贈された国登録有形文化財の
旧松本邸の保全を努めるとともに、建築当時
（昭和12年）の様式を保つための措置を図
る。
旧松本邸の一般公開において、、一般社団
法人宝塚まち遊び委員会・池田自治会などと
協力し、文化財の普及・啓発を図る。

・秋の公開として11/1(月)～7(日)に実施した。見学者
862人。
（春の公開は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止し、秋のみ一般公開を行った。）

・春の公開は、5/9(月)～15(日)に実施。見学者484
人。
・秋の公開は、11/7(月)～13(日)に実施。

中央図書館
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（３）　伝統芸能の保全、継承

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 通年 ソリオホール、宝塚
文化創造館ほか

文化財団事業のうち、伝統芸能の保存、継
承に関する事業

・こどもいけばな教室
 小学3年～中学3年対象のいけばな教室。
 感染拡大防止のため中止。
・こども落語教室
 小学3年～中学3年対象の落語教室。7月～8月に
全7回、ソリオカルチャー、参加者11人。
 最終日は発表会「こども寄席」を開催。ソリオホー
ル、入場者のべ118人。
 卒業生による「宝塚こども落語くらぶ」は月１回の練
習、年２回の発表会を中心に活動。おさらい会：3/12
（土）、宝塚文化創造館、入場者90人。
・ソリオ夏の落語会
 こども落語会講師を中心とした落語会。8/21（土）、
ソリオホール、入場者86人。
・宝塚ソリオ寄席
 上方落語の寄席。2/18（金）、ソリオホール、入場者
173人。
・わくわく！そうぞう！たからんまつり
 3/26（土）・27（日）、宝塚文化創造館ほか。
 和太鼓体験、いけばな体験など
・宝塚伝統芸能フェスティバル
 感染拡大防止のため中止。

・こどもいけばな教室
 5月～8月に全９回。ソリオカルチャー。
 最終日は「こどもいけばな展」を開催。
・こども落語教室
 7月～8月に全7回。
 最終日は発表会「こども寄席」を実施。ソリオホー
ル。
 卒業生による「宝塚こども落語くらぶ」は月1回の練
習、年2回の発表会を中心に活動。
・ソリオ夏の落語会
 8/20（土）、ソリオホール。
・たからづか能
 9/23（金・祝）、ソリオホール。
・宝塚ソリオ寄席
 2/17（金）、ソリオホール。
・わくわく！そうぞう！たからんまつり
 3/25（土）・26（日）、宝塚文化創造館ほか。
・宝塚伝統芸能フェスティバル
 感染拡大防止のため中止。

文化政策課
（文化財団）

2

邦楽のつどい【再掲】 － ソリオホール 園児、児童、生徒が和楽器（琴、太鼓）を主
体とした演奏及び地域伝統芸能を披露する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。 2/18(土)に実施予定。 学校教育課

（４）　都市景観の形成に関する啓発活動

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

きずなづくり推進事業
（行政提案型事業）

通年 市内一円 「景観資源発掘」～まちの魅力を発掘・発信
協働のまちづくり～のテーマで活動団体を募
集し、景観を守り、育てる取り組みを市民主
体で行い、まちの魅力を発掘し、発信する。

・宝塚にしたに里山ラボ
 「里山の自然を学ぶ」の冊子と小印刷物の制作、景
観資源発掘のための展示会の開催
・宝塚温泉まつり実行委員会
 宝塚温泉の歴史と自然の恵みを伝える児童向け宝
塚温泉物語漫画の制作
・宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会
 歴史講演会の開催、スタンプラリーの実施、記念冊
子の作成

・宝塚温泉まつり実行委員会
 宝塚温泉まつりの開催、歴史温泉漫画の配布、景
観まちづくりシンポジウムの開催等
・宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会
 歴史講演会の開催、きずきの森でのイベント開催、
わがまちのお気に入りスポットのスケッチ・写真展等

都市計画課

2

良好な都市景観づくり
に関する事業

通年 市内一円 良好な都市景観づくりのため、景観法や都市
景観条例に基づく地区や重要な建築物を指
定し保全整備を図る。

実績なし。 景観重要建造物の指定。 都市計画課

追加 3

「宝塚らしい景観」写真
の募集

通年 市内一円 「宝塚らしい景観」の写真を市民等から募集
し、ホームページで紹介する。

ホームページでの紹介点数：12点
（令和4年3月31日時点）

ホームページで募集を行い、応募のあった写真を
ホームページで紹介する。

都市計画課
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【方向性５】　ともに発信する…いつでも文化芸術に親しめるような情報が発信できる体制づくり

（１）　文化芸術に関する情報の一元化

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

市広報媒体の活用 通年 － 広報たからづか、市ホームページ、広報板等
を活用し、イベント開催や各課の取組などを
周知する。

・広報たからづか
 月１回、市内全世帯・事業所に配布（約106,000部）
・市ホームページ
 全イベント公開ページ558
・広報板掲示（年間24回/月に2回）

・広報たからづか
 月１回、市内全世帯・事業所に配布（約110,000部）
・市ホームページ/イベントページを更新
・広報板掲示（年間24回/月に2回）

広報課
各課

2

エフエム宝塚での放送 通年 － コミュニティFM局であるエフエム宝塚から情
報を発信する。また、外国人に向けては、情
報を多言語でも発信する。

定期番組：1110時間40分
特別番組：74時間50分

令和3年度と同程度の放送時間で各種情報を発信予
定

広報課

3

広報番組での発信 通年 － 市広報番組「知ってよ！宝塚」として
YouTubeで発信する。

「知ってよ！宝塚」4作品を公開
（フラワー都市交流in宝塚、アスリート新春座談会、
ひょうご北摂里山ライド2021、デートDV）

「知ってよ！宝塚」4作品を公開予定 広報課

4

文化財団事業 年1回 － 文化財団事業のうち、情報発信に関する事
業

・ホームページやSNSによる情報発信
・メールマガジン配信
 月１回、のべ29,243件配信した。
・イベントラインナップ発行
 3月末に市内全戸（106,825世帯）に配布。財団事
業への来場者にも配布した。
・地域文化情報誌「ウィズたからづか」への情報掲
載。

・ホームページやSNSによる情報発信
・メールマガジン配信（月１回）
・イベントラインナップ発行
 3月末に市内全戸に配布。財団事業への来場者に
も配布する。
・地域文化情報誌「ウィズたからづか」への情報掲
載。

文化政策課
（文化財団）

追加 5

アートによる観光まちづ
くり事業「ＴＲＡＤ」
（アーカイブスを目的と
した事業）

- - アートによる観光まちづくり事業「TRAD（ト
ラッド。Takarazuka Relational Art Daysの略
称。）」では、市内の文化施設や公共空間に
おいて大小様々な催しを開催することで、文
化芸術都市としての魅力向上や賑わいの創
出、地域経済の活性化を目指す。

・宝塚アートコレクションとして、市所蔵の美術作品
(約70点）をＴＲＡＤ特設サイトに公開した。
・令和２年度にＴＲＡＤとして実施したイベントのダイ
ジェスト動画をＴＲＡＤ特設サイトで配信した。
・宝塚にゆかりのアーティストの4名のインタビュー動
画「つくって、くらすひと」を配信した。
・ＴＲＡＤに関わったアーティストとお勧めの市内観光
スポットを紹介する「つながる」ページ をＴＲＡＤ特設
サイトで配信した。

引き続きＴＲＡＤ特設サイトの充実を図り、インタ
ビュー動画「つくって、くらすひと」 の新たな動画を制
作する。

観光企画課
（国際観光協会）
文化政策課

追加 6

フリーペーパーの発行 通年 - 1000年の歴史ある植木産業やモノ・コト・バな
ど、宝塚市の文化芸術に関するフリーペー
パーを発行する。

・モノ・コト・バ宝塚MOOKVol.4「グッドモーニング」、
Vol.5「華麗なる建築」発行
・GREEN FINGERS　Vol.1～3発行
・TRAD通信　Vol.1～3発行
・文化財通信「西谷のちまき」発行
・「宝塚市花ダリア～ダリアが宝塚市花に新たに加わ
りました！～」発行

・モノ・コト・バ宝塚MOOKVol.6発行予定
・GREEN FINGERS　Vol.4～5発行予定
・TRAD通信　Vol.1～2発行予定
・文化財通信発行予定

商工勤労課
農政課
北部振興企画課
観光企画課
社会教育課

市、市民、民間事業者等が連携し文化関連情報を発信して、誰もが気軽に情報を享受できるようにします。
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（２）　新しい情報ネットワークの構築

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

ＳＮＳの活用 通年 - instagram、twitter、facebook、LINEで市主
催・共催・後援事業の開催や各課の取組など
を周知する。
また、共通のハッシュタグ「#たからづかな生
活」を付けた投稿を呼び掛けるなど、市民等
による情報発信を促進する。

発信する内容に応じて、LINE、Twitter、Facebook、
Instagramの各SNSを使用し情報を発信した。

発信する内容に応じて、LINE、Twitter、Facebook、
Instagramの各SNSを使用し情報を発信する。

広報課
各課

追加 2

たからづかデジタル
ミュージアムの運営

通年 - 宝塚に関する貴重な郷土資料の高精細画像
などをスマートフォンやパソコンなどから自由
に閲覧できるWEBサイトで、「宝塚市史（1～3
巻）」「絵はがき」「近世絵図」「西谷村役場文
書」「旧松本邸３６０度パノラマ」「デジタル版
たからづか文化財さんぽマップ」の6つのコン
テンツを公開している。

・月平均アクセス数　43,921件（令和3年2月より公開）
・「たからづかデジタルミュージアム活用講座」
 開催回数　2回

・追加公開を目指して、歴史資料のデジタル化を進
める。
・「たからづかデジタルミュージアム活用講座」を開催
する。

中央図書館

（３）　文化芸術資源を活用した情報発信

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 - ベガ・ホール
宝塚文化創造館

【ベガ・ホール】
 音楽専用ホールとしての特徴を活かした事
業を実施する。
【宝塚文化創造館】
 宝塚音楽学校旧校舎としての特徴を活か
し、宝塚歌劇の魅力や音楽学校の歴史等を
伝える。

【ベガ・ホール】
・宝塚ベガ音楽コンクール
 全国の若い有能な演奏家を発掘するコンクール。
感染拡大防止のため、予選は映像審査とした。
 ピアノ部門　[本選]9/3（金）　（無観客）
 木管部門　 [本選]10/4（月）　（有観客）
・宝塚国際室内合唱コンクール
 少人数による室内合唱の普及、国際交流の推進を
目的に開催。感染拡大防止のため、出場は国内団体
のみとした。
 7/24（土）、出場18団体、入場者157人、配信67件
【宝塚文化創造館】
・すみれ♪ミュージアム
 宝塚音楽学校と宝塚歌劇のミュージアム。入場者
6,679人。
 企画展「街と宝塚歌劇～阪急沿線　駅ごとの風景
～」を開催。
・歌劇シンポジウム　タカラヅカトーク＆ライブ
 岡田敬二名誉館長による講演、ゲストを招いてトー
クショーとコンサートを実施。7/3(土)1回公演、4(日)2
回公演、来場者計232人、配信169件。
・タカラヅカ・ノスタルジックコンサート
 宝塚歌劇OGが宝塚歌劇のテーマ曲等をトークとと
もに披露した。12/5（日）、来場者130人。

【ベガ・ホール】
・宝塚ベガ音楽コンクール
 感染拡大防止のため、予選は映像審査。
 ピアノ部門　[本選]6/25（土）　（有観客）
 声楽部門　 [本選]6/26（日）　（有観客）
・宝塚国際室内合唱コンクール
 7/23（土）
 感染拡大を考慮し、オンライン部門を新設。
【宝塚文化創造館】
・すみれ♪ミュージアム
 宝塚音楽学校と宝塚歌劇のミュージアム。
 企画展「宝塚音楽学校～煌めきの文化祭～」を開
催。
・歌劇シンポジウム　タカラヅカトーク＆ライブ
 7/10（日）
・タカラヅカ・ノスタルジックコンサート
 2/11（土・祝）

文化政策課
（文化財団）

2

宝塚映画祭 年1回 シネ・ピピア かつて「映画の都」だった宝塚の歴史を伝え
ていくため、宝塚映画製作所で撮影された映
画の上映やトークショーを開催する。

11/19(金)～25(木)、シネ・ピピアにて開催。入場者
1,053人。

11/18(金)～24(木)、シネ・ピピアにて開催。 文化政策課
（宝塚映画祭実行
委員会）
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【方向性６】　支える…市民の文化芸術活動を支え、応援できる体制づくり

市は文化財団とともに市民活動を支援し、市民の文化芸術活動の基盤をつくります。

（１）　文化芸術活動を支援する体制の拡充

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

文化財団事業 - - 文化財団事業のうち、市民の文化芸術活動
の支援に資する事業

・文化団体の育成支援
 宝塚市交響楽団、宝塚市吹奏楽団、宝塚少年少女
合唱団、ベガ ジュニア アンサンブル、劇団
BIGMOUSE、こども落語くらぶの活動支援を行った。
・市民ボランティア団体との連携
 イベントの受付や場内案内等で協力いただいた。
定期的に財団職員との連絡会を実施した。メンバー
35名。
・文化芸術活動創造支援事業
 「新しい生活様式」を取り入れた公演を行おうとする
団体等に対して、技術的・専門的支援を行った。（オ
ンライン配信5件、野外コンサート2件、デジタル展覧
会等2件）

・文化団体の育成支援
 引き続き実施する。
・市民ボランティア団体との連携
 引き続き実施する。

文化政策課
（文化財団）

追加 2

文化芸術活動再開支援
事業補助金【再掲】

- － 新型コロナウイルス感染拡大を受け、文化活
動を自粛・縮小せざるを得ない状況の中で、
文化活動を実施しようとする市内の文化団体
等に対し、公演や展覧会の実施にかかる経
費の一部を補助する。

募集期間：8月～翌2月末
実績：25団体へ合計1,788,217円補助。

募集期間：4月～翌2月末 文化政策課

3

きずなづくり推進事業
（行政提案型事業）

通年 － 市民と市の協働のまちづくりを推進することを
目的に、市民活動を行う団体に事業費の一
部を補助する。

・文化芸術系事業　応募1件、実施1件
（行政提案型事業のテーマ（「文化芸術の薫り高い宝
塚をめざして ～文化芸術都市にふさわしい 市民が
主役のまちづくり～」）を含む）

4月　　募集要項・申請書の配布開始
5月　　申請受付期間
6月　　プレゼンテーション
7月　　交付決定・不交付決定通知
8月～　補助金の交付
～R5.3月　実績報告

市民協働推進課
文化政策課

追加 4

中学校部活動への支援
【再掲】

通年 各中学校 ・対外課外活動補助金
 部活動の充実を図るため、中学校部活動
支援補助金、対外課外活動補助金として、各
種大会の参加費や交通費などを補助する。
・外部指導者活用事業
 中学校の部活動に外部指導者を派遣す
る。
・吹奏楽部楽器購入支援

・対外課外活動補助事業
 48件補助。県大会以上の参加に対する補助として
大会参加費、交通費の補助、西谷中学校は立地条
件から市内大会であっても交通費の一部を補助し
た。
・部活動外部指導者
 市内12中学校に合計60人設置。各校の部活動で
専門的な指導ができるようにした。
・吹奏楽部楽器購入
 ３校の吹奏楽部に楽器を購入。

・対外課外活動補助事業
 各種大会の参加費や交通費を補助する。
・部活動外部指導者
 各中学校に配置し、専門的な知識をもって指導をし
てもらっている。
・吹奏楽部の楽器購入
 音楽担当者会で配置校及び購入楽器について検
討し、購入手続きを進めている。

学校教育課

追加 5

文化事業等への後援 通年 市内各所 市民団体等による文化事業を後援する。 ・文化政策課後援　96件（文化芸術）
 5件（国際交流）
・社会教育課後援 147件
・文化財団後援　　  34件

引き続き実施する。 文化政策課
社会教育課
文化財団
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（２）　アドバイザーやコーディネーターの育成

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

文化財団事業 通年 宝塚文化創造館 文化財団事業のうち、アドバイザーやコー
ディネーターの育成に資する事業

・文化から宝塚を考える勉強会
 「文化で地域をデザインする～地元の文化資源と文
化芸術経営に焦点をあてて」
 10/2（土）、宝塚文化創造館、入場者38人、配信36
件

実施予定なし。 文化政策課
（文化財団）

（３）　その他の取組

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

文化財団事業 - 宝塚文化創造館
（宝塚音楽学校旧
校舎）

文化財団事業のうち、舞台芸術やイベントづ
くりなど、専門的なノウハウや経験等を学ぶ
事業

・イベントづくりワークショップ
 市民が実際にイベントづくりを体験しながら学ぶ。
 9月～10月に全5回、宝塚文化創造館、参加者のべ
42人。
・舞台芸術ワークショップ
 宝塚歌劇の小道具とチラシ作成のワークショップ。
感染拡大防止のため中止。

・イベントづくりワークショップ
 8月～9月に全5回、宝塚文化創造館。
・舞台芸術ワークショップ
 10/2（日）、宝塚文化創造館。

文化政策課
（文化財団）
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【方向性７】　発展させる…「文化芸術都市」として成長し、「創造都市・宝塚」へと発展をめざすまちづくり

文化芸術の持つ創造性を生かし、産業振興や地域活性化の取組を行うことで、持続可能なまちづくりを進めます。

（１）　他分野（観光、国際交流、福祉、教育等）との連携事業の充実

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

1

高校生美術部展【再
掲】

年1回 国際・文化セン
ター、文化芸術セ
ンター

公立・私立高校と連携し、美術部展を開催す
る。

1/27(木)～2/1(火)開催。国際・文化センター、来場
者190人

2/2(木)～7(火)開催予定。文化芸術センター 文化政策課

2

あおぞらコンサート【再
掲】

年1回 宝塚駅前 公立・私立高校と連携し、駅前での吹奏楽部
ミニコンサートを開催する。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 文化政策課

追加 3

文化芸術による若者の
就労支援

通年 宝塚文化創造館／
ソリオホール／ベ
ガ・ホール／文化
芸術センター

NPOセンター（若者サポートステーション）連
携のもと、社会復帰を目指す若者に劇場で
開催するイベント運営や設営を通して、芸術
家や観客とのコミュニケーションを通して就労
体験の場を提供する。

11/13（土） 宝塚ぼうさい劇場withびっくり箱  設営・
運営
・市民サポーターとともにライブラリー活動やＧＲＥＥＮ
活動、チラシ発送作業に延べ13人が従事した。（文
化芸術センター）

・9/15（木）～19（月・祝）元気な長寿の仲間たち展10
設営・運営（9／8～9／17まで）
・10/16（日）宝塚ぼうさい劇場2022withびっくり箱ミ
ニ 設営・運営
・昨年度に引き続き、ライブラリー活動やＧＲＥＥＮ活
動、チラシ発送作業等に従事予定。（文化芸術セン
ター）

文化政策課
（文化財団・宝塚
みらい創造ファクト
リー）

4

文化財団事業 - - 文化財団事業のうち、観光、国際交流、福
祉、教育等との連携した事業

【国際交流分野との連携】
・宝塚国際室内合唱コンクール
 少人数による室内合唱の普及、国際交流の推進を
目的に開催。感染拡大防止のため、出場は国内団体
のみとした。
 7/24（土）、出場18団体、入場者157人、配信67件。
【福祉分野との連携】
・劇団BIGMOUSEによるアウトリーチ活動
 感染拡大防止のため中止。
【教育分野との連携】
・アウトリーチ事業
 市内の小学校、幼稚園、保育所にアーティスト等を
派遣し、音楽や造形美術、落語に触れる機会を作っ
た。
 派遣回数：音楽8回、美術2回、落語2回
・県西音楽科現役高校生によるティーンズ・フレッ
シュ・コンサート（共催：県立西宮高等学校音楽科）
 4/6（火）ほか4回、ベガ・ホール、入場者数1,001
人。
・ベガにオーケストラがやってきた！ （共催：神戸女
学院大学音楽学部）
 6/22（火）、ベガ・ホール、入場者182人。
【その他の分野との連携】
・ミドルアーミーバンド　チェンバーコンサート （共催：
陸上自衛隊中部方面音楽隊）
 3/25（金）2回公演、ベガ・ホール、入場者計460人。

【国際交流分野との連携】
・宝塚国際室内合唱コンクール
 7/23（土）
 感染拡大を考慮し、オンライン部門を新設。
【福祉分野との連携】
・劇団BIGMOUSEによるアウトリーチ活動
 福祉施設2カ所を訪問予定。
【教育分野との連携】
・アウトリーチ事業
 引き続き実施する。
・県西音楽科現役高校生によるティーンズ・フレッ
シュ・コンサート
 4/7（木）ほか4回、ベガ・ホール
・ベガにオーケストラがやってきた！
 6/28（火）、ベガ・ホール。
【その他の分野との連携】
・ミドルアーミーバンド　チェンバーコンサート
 3/10（金）、ベガ・ホール。

文化政策課
（文化財団）

5

避難訓練コンサート、宝
塚ぼうさい劇場

- ソリオホール 地元自治会、消防本部と連携し、地域の防
災意識を高めるため、避難訓練コンサートを
毎年開催する。
令和2年度より、防災に関する動画「宝塚ぼう
さい劇場」等をインターネットで配信してい
る。

・宝塚ぼうさい劇場withびっくり箱
 11/13（土）、宝塚文化創造館ほか、入場者400人。

・宝塚ぼうさい劇場
 10/2（日）、宝塚文化創造館ほか。

文化政策課
（文化財団）
消防本部
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№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

6

３館共通券「宝塚花の
みち夢みるパス」販売事
業【再掲】

通年 すみれミュージアム
手塚治虫記念館
宝塚歌劇の殿堂

「宝塚歌劇の殿堂」、「手塚治虫記念館」、
「すみれミュージアム」３館に入館できる共通
チケットを1,000円で販売する。

共通チケット販売数233枚
販売期間：令和3年4月～令和4年1月

引き続き、宝塚文化創造館、ソリオホール、ベガ・ホー
ル、宝塚ワシントンホテル、宝塚温泉ホテル若水、宝
塚ホテルで共通チケットの販売を行う。
販売期間：令和4年4月～令和5年1月

文化政策課
（文化財団）
手塚治虫記念館

追加 7

文化芸術センター・庭
園事業

- 文化芸術センター 文化芸術センター・庭園事業のうち、観光、
国際交流、福祉、教育等との連携した事業

・フラワー都市交流PRポスター展示
 10/1(金)～17(日)
・ダリア市章作成と展示  10/9(土)・10(日)
・ホテルの協力のもと、展覧会と合わせて宝塚温泉開
業や宝塚ホテル移転等を記念したプレゼント企画 を
実施した。
 6/1(火)・11(金)・21(月)

市花であるダリアの展示、展覧会と連携して「宝塚に
映画があった頃」と題したワークショップ等を行う。

文化政策課
（宝塚みらい創造
ファクトリー）

8

国際・文化センター事
業

- 国際・文化セン
ター、ソリオホール

国際・文化センター事業のうち、観光、国際
交流、福祉、教育等との連携した事業

・片岡紫江作品展
 11/26(金)～30(火)、来場者300人
・宝塚温泉写真展
 6/3(木)～8(火)、来場者864人

・サマーコンサート
 7/19（水）、ソリオホール
・アフガニスタンの細密画展
 9/30(金)～10/4(火)
・旧安田邸を紹介する展覧会
 1/19(木)～24(火)

文化政策課
（国際交流協会）

追加 9

アートによる観光まちづ
くり事業「ＴＲＡＤ」
（観光、福祉、教育と連
携した事業）

- 市内各所 アートによる観光まちづくり事業「TRAD（ト
ラッド。Takarazuka Relational Art Daysの略
称。）」では、市内の文化施設や公共空間に
おいて大小様々な催しを開催することで、文
化芸術都市としての魅力向上や賑わいの創
出、地域経済の活性化を目指す。

・ＴＲＡＤデジタルスタンプラリー として、市内の店舗
や文化施設を巡り、デジタルスタンプを獲得して景品
等があたるスタンプラリーを３か所で実施した。
・たからづかモザイクアート2021として、全国から集
まった476枚の写真を組み合わせモザイクアートを、
市内の高校写真部や宝塚にゆかりのある著名人の協
力により制作、展示した。
・アートと泊まるプロジェクトとして、ホテルでのアート
作品の展示やアーティストを派遣してのミニコンサート
や人形劇などを行った。
・宝塚文化創造館、文化芸術センター、手塚治虫記
念館を巡る3館おさんぽラリーを実施した。9/4（土）
～翌2/28（月）、クイズ用紙配布23,112枚。
・takarazuka hopegraphy として、書道家の青柳美扇
氏と市内の幼稚園、小学校、高齢者施設の方々で
「宝の横断幕」を制作し、作品披露とトークショーを実
施した。
・大阪芸術大学短期大学部との連携によるアートフ
ラッグ掲出
 花のみち周辺　9/17(金)～2/28(月)

・ＴＲＡＤデジタルスタンプラリー、たからづかモザイク
アート、アートと泊まるプロジェクト、3館おさんぽラ
リー、takarazuka hopegraphy、大阪芸術大学短期大
学部との連携によるアートフラッグ掲出を引き続き実
施する。

観光企画課
（国際観光協会）
文化政策課
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10

TAKARAっ子造形作品
展【再掲】

－ 市内公民館、文化
芸術センター

市立幼稚園、小・中・特別支援学校の子ども
たちの図工や美術などの造形作品を展示す
る。

1/14(金)～18（火）、文化芸術センターにて実施。 1/18(水)～24(火)、東公民館にて実施予定。 学校教育課

追加 11

校外学習（文化芸術セ
ンター見学）【再掲】

通年 文化芸術センター 市内の小学生が校外学習により、文化芸術
センターを訪れることで、身近に文化芸術に
触れる機会を設け、感受性豊かな心を育む
情操教育を行うことで、文化芸術の振興に必
要な人材の育成・確保に努める。

18校で実施。
・10/１(金)　　すみれガ丘小４年
・10/5(火)　　仁川小４年
・10/8(金)　　安倉小４年
・10/11(月)　光明小４年
・10/15(金)　長尾小４年
・10/19(火)　中山五月台小４年
・10/22(金)　売布小４年
・11/2(火)　　長尾台小４年
・11/5(金)　　安倉北小４年
・11/22(月)　中山桜台小４年
・11/25(木)　丸橋小４年
・11/26(金)　長尾南小４年
・11/30(火)　逆瀬台小４年
・1/14(金)　　西谷小４年、高司小４年、小浜小４年
・1/18(火)　　末成小４年、末広小４年
 

小学校、特別支援学校合わせて24校で文化芸術セ
ンター見学を含む校外学習を実施する。

学校教育課
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（２）　産業振興、地域活性化に資する事業の促進

№ 事 業 名 実施時期 実施場所 事 業 の 概 略 令和３年度実績 令和４年度事業計画 担 当 課

追加 1

ストリートピアノ設置管
理事業【再掲】

通年 ソリオ宝塚 だれでも自由に弾き楽しむことのできるスト
リートピアノを市内のオープンスペースに設
置し、ピアノを通して市民や来宝者がまちか
どで気軽に音楽に触れることでまちの賑わい
を生み出し、「音楽のあるまち　宝塚」の魅力
を発信する。

令和3年12月にソリオ宝塚に設置したピアノの維持管
理及び広報活動を行った。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ピアノの利
用開始は令和3年4月23日からとなった。

引き続き、ソリオ宝塚に設置したピアノの維持管理及
び広報活動を行うとともに、新たなピアノの設置場所
選定と設置場所管理者との調整を行う。

文化政策課
（文化財団）

追加 2

文化芸術センター・庭
園事業

通年 文化芸術センター 文化芸術センター・庭園事業のうち、産業振
興、地域活性化に資する事業

たからの市
毎月第2日曜日（5月は中止）に、西谷地区の農業生
産者が参加する朝市やフリーマーケット形式による
「たからの市」を開催した。
参加者11,823人

引き続き、「たからの市」を開催し、産業振興、地域活
性化を図る。

文化政策課
（宝塚みらい創造
ファクトリー）

追加 3

アートによる観光まちづ
くり事業「ＴＲＡＤ」
（産業振興、地域活性
化に資する事業）

通年 市内各所 アートによる観光まちづくり事業「TRAD（ト
ラッド。Takarazuka Relational Art Daysの略
称。）」では、市内の文化施設や公共空間に
おいて大小様々な催しを開催することで、文
化芸術都市としての魅力向上や賑わいの創
出、地域経済の活性化を目指す。

・宝塚文化創造館、文化芸術センター、手塚治虫記
念館を巡る3館おさんぽラリーを実施した。9/4（土）
～翌2/28（月）、クイズ用紙配布23,112枚。
・ＴＲＡＤデジタルスタンプラリー として、市内の店舗
や文化施設を巡り、デジタルスタンプを獲得して景品
等があたるスタンプラリーを３か所で実施した。
・大阪芸術大学短期大学部との連携によるアートフ
ラッグ掲出
 花のみち周辺　9/17(金)～2/28(月)
・アートと泊まるプロジェクトとして、ホテルでのアート
作品の展示やアーティストを派遣してのミニコンサート
や人形劇などを行った。
・くらしの中のアート発見プロジェクト として、専門家
によるオンライントークや市内実践者による勉強会を
実施した。

・３館おさんぽラリー、ＴＲＡＤデジタルスタンプラリー、
大阪芸術大学短期大学部との連携によるアートフラッ
グ掲出、・アートと泊まるプロジェクトを引き続き実施
する。
・市内の珈琲事業者が出店する「ジャパンコーヒー
フェスティバルin宝塚」を開催する。

観光企画課
（国際観光協会）
文化政策課

追加 4

手塚治虫記念館運営事
業

- 手塚治虫記念館周
辺

企画展と合わせた近隣飲食店との連携や宿
泊施設と連携した事業

企画展と連動し、近隣飲食店と連携した「飲食コラボ」
を実施。
宿泊施設、寺院、温浴施設と連携し、入館料の割引
を実施。

企画展と連動し、近隣飲食店と連携した「グルメマクロ
ス」を実施。
宿泊施設、寺院、温浴施設と連携し、入館料の割引
を実施。

手塚治虫記念館
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【資料５】 

第２次宝塚市文化芸術振興基本計画に定める指標の達成状況について

指標 R2 R3 根拠 R7 10年後 取組の方向性

文化施設（ベガ・ホール、

ソリオホール、文化創造

館）の利用率

60.1% 65.9% 実績 73% ↗

国際・文化センターの利用

率
40.9% 48.1% 実績 62% ↗

文化芸術センター・庭園の

来場者数
452,885人 622,598人 実績 40万人 ↗

協働による文化芸術関連事

業数
65事業 96事業

・後援75事業

・委託・指定管理20事業

・共催1事業

164事業

以上
↗ つながる

文化芸術によく親しんでい

ると回答する市民の割合

24.5%

（H30年）
7.6%

・よく親しんでいる7.6％

・親しんでいる24.8％

・あまり親しんでいない45.5%

・全く親しんでいない20.2%

市民アンケートより

30% ↗ ともに楽しむ

文化芸術関連の市民ボラン

ティア登録者数
145人 122人

・博士の会 28人

・Face to Face 35人

・文化財ガイドソサエティ21人

・文化芸術センター市民S 38人

300人 ↗ 守り伝える

市HPの文化芸術関連ペー

ジのアクセス数
53,975件 41,054件

文化施設、文化事業、助成情報など

文化政策課所管ページ

70,000件

以上
↗

ともに

発信する

市民の文化活動に対する支

援が十分にできている、で

きていると回答する市民の

割合

11.2%

（H30年）
12.8%

・十分できている1.4%

・できている11.4%

・普通37.9%

・あまりできていない10.6%

・できていない6.0%

・わからない28.7％

市民アンケートより

16% ↗ 支える

他分野と連携した取組の数

※観光、まちづくり、国際

交流、福祉、教育、産業等

と連携した事業

22事業 30事業

[教育]

・高校生美術部展

・アウトリーチ事業

・TAKARAっ子造形作品展

・ティーンズ・フレッシュ・コン

サート

・宝塚キッズアート展 ほか

[観光]

・花のみち夢みるパス

・アートと泊まるプロジェクト

・モザイクアートたからづか

・TRADスタンプラリー ほか

[産業]

・たからの市

・ストリートピアノ ほか

[その他]

・宝塚ぼうさい劇場 ほか

100事業 ↗ 発展させる

創る







宝塚市民文化芸術振興会議資料 

令和４年（2022）年 11 月 11 日 

宝塚市立文化芸術センター・庭園運営事業に係る評価について 

 

１ 趣旨 

 文化芸術センター及び庭園の管理運営については、新たな文化芸術振興の拠点施設と

して運営を開始したことや、民間による指定管理者に運営を委ねていることから、市だけ

でなく外部委員による事業評価を行い、管理運営に反映させていくことが求められてい

ます。 

 そのため、文化芸術の振興に関する施策について意見をいただく振興会議において、事

業評価をお願いするものです。 

 

２ 評価方法 

 令和５年度に開催します振興会議において、令和２年度～令和４年度の実施事業につ

いて①企画展等の事業内容、②事業実施状況（実施回数及び入場者数等）、③その他の３

項目に分け、各委員よりご意見をいただき、振興会議としての取りまとめをお願いしたい

と考えています。 

 

３ スケジュール案 

（１）令和５年（2023 年）１月２９日(日)～２月２６日(日) 

①企画展「宝塚に映画館があった頃。」及び管理運営状況の視察 

 ＊上記の期間中で各委員のご都合の良い時に視察ください。 

 ②事前に郵送する令和２年度及び３年度事業報告書等 

 ①視察結果及び②報告書等に基づき、ご意見やご感想の提出をお願いします。 

ご意見等の提出を以って第２回の振興会議とさせていただく予定です。 

（２）令和５年（2023 年）７月～８月（令和５年度第１回振興会議） 

 上記（1）のご意見の提出内容と合わせ、令和５年度第１回の振興会議にて、令和

４年度事業報告書を基に審議いただき、その結果を振興会議として取りまとめをお

願いします。 

 詳細については、後日、ご連絡します。 

 

 



 

 

宝塚市議会 決算特別委員会（10 月 24 日） 

〇文化芸術センター・庭園管理運営事業 

市民があまり知らないと思われる芸術家の単独展示をやる意味について 

（質問） 

文化芸術センターの企画展において、市民があまり知らないと思われる芸術家の単独展

示をやる意味について市の見解は？ 

 〇令和 3年度に開催された「大久保英治展」は、知られていない芸術家の展覧会だった。 

 〇そのような展覧会に子どもを連れていくなら、学習塾に行かせた方がよい。 

 〇企画展などの主催事業の内容について、指定管理者に任せっきりでよいのか。 

 〇中学校の美術の先生などの意見ももらった方がよいのではないか。 

（回答） 

〇文化芸術センターにおいて実施している宝塚ゆかりの芸術家の展覧会についてですが、

本市では、昨年 7月に策定した「第 2次宝塚市文化芸術振興基本計画」において、「創

造力を育む 文化芸術の薫り高い 宝塚」を目指すべき将来都市像として掲げ、7つの

取組の方向性を示しています。 

そのうちの 1つである「つながる」における、主な取組として「宝塚ゆかりの文化人や

芸術家との連携」を掲げており、その一環として実施しているものです。 

 

〇昨年 9 月に実施した「中辻悦子展」や先月実施した「元永定正のドキュメンテーショ

ン」については、単なる作品展にとどまらず、宝塚に長く住んでこられた世界的アーチ

ストの人物像と軌跡を網羅した展覧会となっており、その偉業と魅力を紹介できたもの

と思っています。 

また、お 2人のような世界的な芸術家だけでなく、市民の多くに知られていない、宝塚

ゆかりの芸術家を紹介することも必要であると考えています。 

芸術家を含む全ての著名な方が最初から有名であった訳ではなく、一部の人々による評

価が広がり、理解や関心が多くの人々に浸透していく過程があります。結果的に有名と

なった芸術家のみを紹介するのではなく、宝塚において活動され、生み出される文化芸

術を紹介することによって、我々のまちを知り、まちへの愛着を醸成するきっかけにな

ると考えています。 

 

〇同時に、市民にあまり知られていない芸術家の展覧会でも行きたくなるような、関連イ

ベントの開催や広報の工夫などの仕掛けも必要であると認識しており、引き続き企画展

と連動したイベントなどにも取り組んでいきたいと考えています。 

 

〇今後も引き続き、年 4回の企画のバランスも勘案しながら、子どもたちをはじめ幅広い

世代の皆様に「行ってみたい」と思わせるような企画展なども含めた、様々な展覧会を

開催していきたいと考えています。 


